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一
、
は
じ
め
に

　

明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
六
月
に
出
雲
寺
和
泉
掾
が
刊
行
し
た
、
い
わ

ゆ
る
明
和
改
正
謡
本
は
、
第
十
五
世
観
世
大
夫
・
観
世
元
章
に
よ
る
詞
章

の
大
改
革
を
反
映
し
た
謡
本
と
し
て
、
近
世
の
能
楽
史
に
特
筆
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
謡
本
文
の
改
訂
に
あ
た
っ
て
は
、
田
安
宗
武
や
、『
謡
曲
改
正

草
案
幀
』
を
著
し
た
加
藤
枝
直
な
ど
の
関
与
も
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

明
和
改
正
謡
本
の
刊
行
に
至
る
ま
で
の
改
訂
作
業
は
、
観
世
元
章
の
一
代

の
み
で
実
現
し
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
う
し
た
疑
問
を
誘
発
す
る
謡
本
の
一
つ
が
、
観
世
元
滋
が
『
能
楽
随

想
』（
河
出
書
房
、
一
九
三
九
年
）
で
紹
介
し
た
観
世
宗
家
伝
来
の
謡
本

「
半
蔀
」
で
あ
る
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
そ
の
謡
本
「
半
蔀
」
の
末
尾
に
は
、

　
「
半
蔀
之
御
謡
本
、
文
句
ハ
カ
リ
直
シ
可
上
旨
、
享
保
十
四
年
己

酉
年
八
月
十
七
日
、
大
久
保
伊
勢
守
殿
ヨ
リ
被
仰
下
文
句
直
、
同
十

九
日
ニ
伊
勢
守
殿
江
上
ル
、
又
半
蔀
之
御
本
、
九
月
二
十
八
日
伊
勢

守
殿
ヨ
リ
御
下
被
成
章
句
ヲ
附
朱
筆
ヲ
加
、
十
一
月
朔
日
上
ル
」

と
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（
原
本
未
見
）。
こ
こ
で
謡
の
文
句
の
改
訂
を

指
示
し
て
い
る
大
久
保
伊
勢
守
往
忠
（
一
七
〇
〇
～
六
三
）
は
、
徳
川
吉

宗
の
側
室
・
須
磨
（
家
重
生
母
、
深
徳
院
）
の
弟
で
、
吉
宗
と
家
重
の
二

代
の
将
軍
に
仕
え
た
。
こ
の
大
久
保
往
忠
は
、
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）

五
月
～
同
十
二
年
二
月
と
、
享
保
十
四
年
五
月
～
同
十
六
年
七
月
、
紅
葉

享
保
期
の
江
戸
城
西
丸
へ
の
謡
本
献
上
と
謡
曲
改
訂
（
一
）

高　

橋　

悠　

介
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山
文
庫
に
あ
っ
た
「
花
色
表
紙
」
五
番
綴
小
本
の
「
外
々
三
百
番
謡
本
」

六
十
冊
を
、
長
期
に
わ
た
り
江
戸
城
西
丸
に
借
り
出
し
て
い
る
こ
と
が
、

『
幕
府
書
物
方
日
記
』
に
よ
り
知
ら
れ
て
い
る
。
中
尾
薫
氏
は
同
書
に
基

づ
き
、
こ
の
経
緯
を
紹
介
し
た
上
で
、
西
丸
へ
の
謡
本
貸
し
出
し
は
、
観

世
宗
家
の
謡
本
「
半
蔀
」
に
う
か
が
え
る
、
謡
の
文
句
の
改
訂
と
密
接
に

関
わ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た1
。

　

そ
し
て
、
拙
稿
「
観
世
元
章
手
沢
・
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
一
番
綴
謡

本
の
周
辺2
」（
以
下
、
前
稿
と
称
す
）
で
は
、
観
世
文
庫
に
あ
る
観
世
元

章
手
沢
の
謡
本
を
分
析
し
た
中
で
、
元
章
の
前
の
観
世
大
夫
に
あ
た
る
観

世
清
親
の
時
代
に
、
江
戸
城
西
丸
に
献
上
さ
れ
た
一
連
の
謡
本
に
つ
い
て

も
言
及
し
た
。
そ
の
西
丸
献
上
謡
本
の
扣
え
と
し
て
観
世
大
夫
家
に
残
さ

れ
た
謡
本
の
一
部
に
も
、
大
久
保
伊
勢
守
（
往
忠
）
の
名
が
み
え
て
お
り
、

享
保
十
四
年
七
月
七
日
に
観
世
清
親
が
大
久
保
往
忠
を
通
し
て
西
丸
に
「
松

山
鏡
」
の
謡
本
を
献
上
し
た
こ
と
、
翌
八
日
に
も
清
親
が
西
丸
の
大
久
保

往
忠
ま
で
「
岩
舩
」
の
謡
本
を
献
上
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る3
。

　

ま
た
、
観
世
宗
家
伝
来
の
謡
本
の
う
ち
、
末
尾
に
「
家
重
公
御
本
」
と

記
さ
れ
て
い
る
〔
室
町
期
〕
写
の
謡
本
（
一
部
に
〔
江
戸
中
期
〕
の
本
文
・

節
付
の
改
訂
書
入
れ
を
含
む
）
も
、
清
親
時
代
に
西
丸
に
献
上
さ
れ
た
謡

本
と
密
接
に
関
わ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
従
来
、「
家
重
公
御
本
」
の
書

入
れ
は
、
清
親
が
将
軍
所
蔵
本
に
基
づ
き
観
世
大
夫
家
の
室
町
写
本
に
書

入
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
清
親
が
能
指
南
役
と
し
て

の
立
場
か
ら
、
将
軍
吉
宗
の
時
代
に
西
丸
に
い
た
嗣
子
家
重
に
対
し
て
献

上
し
た
謡
本
が
「
家
重
公
御
本
」
で
あ
り
、
そ
の
本
文
や
節
付
を
室
町
期

の
謡
本
に
併
記
し
た
可
能
性
を
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
西
丸
献
上

識
語
を
持
つ
一
連
の
謡
本
に
、
清
親
時
代
に
幕
府
と
の
関
わ
り
の
中
で
行

わ
れ
て
い
た
詞
章
の
改
訂
過
程
が
う
か
が
え
る
可
能
性
に
つ
い
て
も
述
べ
た
。

　

た
だ
し
、
前
稿
は
、
観
世
元
章
手
沢
・
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
一
番
綴

謡
本
の
分
析
が
主
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
西
丸
へ
の
献
上
に
関
わ
る

一
連
の
謡
本
に
つ
い
て
は
、
詳
し
い
書
誌
や
謡
の
本
文
の
対
校
も
示
さ
な

い
ま
ま
、
見
通
し
を
述
べ
る
に
留
ま
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
観

世
文
庫
に
残
る
西
丸
献
上
謡
本
の
扣
え
の
謡
本
を
改
め
て
検
討
し
、
そ
の

性
格
を
考
え
て
み
た
い
。

二
、
江
戸
城
西
丸
献
上
謡
本
の
扣
え

　

ま
ず
、
観
世
文
庫
の
蔵
書
中
に
確
認
で
き
る
、
江
戸
城
西
丸
へ
の
献
上

本
の
扣
え
の
可
能
性
が
あ
る
謡
本
の
書
誌
を
、
共
通
す
る
表
紙
ご
と
に
分

け
て
、
以
下
に
示
す
（
╱
で
区
切
っ
た
数
字
は
、
整
理
番
号
）。
主
に
は
、
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西
丸
へ
の
献
上
識
語
が
あ
る
本
だ
が
、
題
簽
に
曲
名
と
共
に
「
西
」
と
い

う
西
丸
の
略
号
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
挙
げ
た
。
な
お
、
同
様
の
特
徴

を
持
つ
一
群
の
謡
本
の
一
部
に
、
西
丸
へ
の
献
上
識
語
が
あ
る
も
の
は
、

そ
の
一
群
を
ま
と
め
て
紹
介
す
る
場
合
が
あ
る
。

◆
紺
表
紙
謡
本

○
紺
表
紙
一
番
綴
謡
本　
100
╱
16
╱
1
─

19

　
　
〔
江
戸
中
期
〕
写　

袋
綴　

十
九
冊

　

紺
表
紙
（
二
四
・
八
×
一
七
・
八
糎
。
た
だ
し
、
寝
覚
は
二
四
・
七
×

一
八
・
三
糎
、
大
瓶
猩
々
は
二
四
・
三
×
一
七
・
三
糎
）。
多
く
は
表
紙

左
上
に
素
紙
題
簽
を
貼
り
、
曲
名
を
墨
書
す
る
。
各
冊
外
題
（
あ
る
い
は

外
題
の
位
置
の
現
状
）、
1
「
輪
蔵
」、
2
「
土
蛛
蜘
」、
3
「
半
蔀
」、
4

題
簽
剥
離
跡
（
本
文
は
〔
羅
生
門
〕）、
5
題
簽
剥
離
跡
（
本
文
は
〔
和
布

刈
〕）、
6
表
紙
欠
失
（
本
文
は
〔
寝
覚
〕）、
7
「
藍
染
川
」、
8
「
岩
舩
」、

9
題
簽
剥
離
跡
（
本
文
は
〔
張
良
〕）、
10
題
簽
剥
離
跡
（
本
文
は
〔
大
瓶

猩
々
〕）、
11
題
簽
剥
離
跡
（
本
文
は
〔
小
鍛
冶
〕）、
12
題
簽
剥
離
跡
（
本

文
は
〔
小
督
〕）、
13
「
鶴
亀
」、
14
題
簽
剥
離
跡
（
本
文
は
〔
花
月
〕）、

15
題
簽
剥
離
跡
（
本
文
は
〔
大
社
〕）、
16
「
小
鍛
冶
」、
17
「
金
礼
」、
18

「
車
僧
」、
19
「
舎
利
」。
100
╱
16
╱
6
の
〔
寝
覚
〕
の
み
後
欠
で
、
表
紙
・

後
表
紙
を
欠
き
、
100
╱
16
╱
11
の
〔
小
鍛
冶
〕
は
後
表
紙
欠
失
。
100
╱
16
╱

4
〔
羅
生
門
〕
の
表
紙
・
裏
表
紙
に
は
、
源
博
雅
が
羅
生
門
の
鬼
か
ら
琵

琶
の
玄
象
を
取
り
返
し
た
説
話
の
絵
を
金
泥
で
描
く
。

　

い
ず
れ
も
内
題
な
し
。
本
文
は
片
面
七
行
。
た
だ
し
、
100
╱
16
╱
16
の

「
小
鍛
冶
」
の
み
片
面
六
行
で
、
表
紙
か
ら
剥
が
れ
た
見
返
し
の
表
紙
側

中
央
に
覚
外
題
「
小
鍛
冶
」
を
記
す
点
で
も
、
他
冊
と
異
な
る
。
字
面
高

い
ず
れ
も
約
二
〇
・
五
糎
。
朱
墨
で
謡
の
本
文
改
訂
、
振
仮
名
、
注
釈
等
、

間
拍
子
、
節
付
の
直
し
を
書
入
れ
る
。
一
部
に
、
胡
粉
や
摺
り
消
し
、
貼

紙
も
み
ら
れ
る
。
5
〔
和
布
刈
〕
に
は
白
茶
色
の
不
審
紙
あ
り
、
12
〔
小

督
〕
に
は
不
審
紙
の
剥
落
跡
あ
り
。

　

謡
本
文
の
筆
跡
は
、
100
╱
16
╱
10
大
瓶
猩
々
と
100
╱
16
╱
16
小
鍛
冶
の
み

異
な
り
（
こ
の
両
者
も
互
い
に
異
な
る
筆
跡
）、
他
は
同
筆
。
土
蛛
蜘
・

和
布
刈
・
寝
覚
・
張
良
・
大
社
・
金
札
に
は
、
型
付
を
頭
書
す
る
。

　

一
部
に
享
保
十
四
年
の
年
記
を
持
つ
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
清
親
時

代
に
江
戸
城
西
丸
に
献
上
さ
れ
た
一
連
の
謡
本
の
扣
え
と
推
測
さ
れ
る
。

以
下
、
謡
本
文
の
末
尾
に
記
さ
れ
た
小
字
の
識
語
等
を
挙
げ
る
。

1
「
輪
蔵
」　
「
十
二
月
五
日
西
丸
へ
上
ル
」（
青
）

2
「
土
蜘
蛛
」　
「
享
保
十
四
年
七
月
十
三
日
右
之
通
╱
西
丸
御
本
章
持
当
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リ
共
相
納
上
ル
╱
清
親
」（
朱
）

3
「
半
蔀
」　
「
十
月
廿
五
日
西
丸
へ
上
ル
」（
青
）

5
〔
和
布
刈
〕　
「
和
布
苅
謡
直
シ
差
上
候
扣
被
仰
付
吟
味
上
此
本
之
通
ニ

直
シ
差
上
ル
／
享
保
十
四
年
正
月
廿
五
日
西
丸
江
上
」（
朱
）

7
「
藍
染
川
」　
「
西
丸
上
ル
卯
月
十
一
日
」（
朱
）

8
「
岩
舩
」　
「
享
保
十
四
年
七
月
八
日　

清
親
／
西
丸
へ
御
本
章
并
持
当

リ
共
相
納
／
大
久
保
伊
勢
守
殿
迄
上
ル
」（
朱
）

11
〔
小
鍛
冶
〕　
「
享
保
十
四
年
六
月
晦
日
直
ス
／
右
之
通
西
丸
江
章
直
シ

共
ニ
相
納
差
上
候
扣
也　

清
親
」（
朱
）

13
「
鶴
亀
」　
「
享
保
十
四
年
七
月
十
日
右
之
通
／
西
丸
江
上
ル
章
持
当
リ

共
相
納
候
／
清
親
」（
朱
）

14
〔
花
月
〕　
「
十
二
月
六
日
西
丸
江
上
ル
」（
朱
）

15
〔
大
社
〕　
「
西
丸
御
本
ニ
此
通
差
上
ル
／
十
月
廿
三
日
」（
朱
）、「
シ

テ
白
髭
ノ
コ
ト
シ
天
女
龍
神
イ
シ
ヤ
ウ
替
事
ナ
シ
／
享
保
六
年
十
月

書
キ
留
置
也
清
親
」（
墨
）

○
一
番
綴
謡
本
「
谷
行
」　

3
╱
6
╱
12

　
　
〔
江
戸
中
期
〕
写　

袋
綴　

一
冊

　

紺
表
紙
（
二
四
・
七
×
一
七
・
九
糎
）
左
上
に
、
100
╱
16
╱
1
─

19
に

見
ら
れ
る
も
の
と
同
様
の
素
紙
題
簽
を
貼
付
し
「
谷
行
」
と
墨
書
。
全
十

三
丁
。
内
題
な
し
。
片
面
七
行
。
字
面
高
約
二
〇
・
五
糎
。
謡
本
文
の
筆

跡
は
、
前
掲
の
紺
表
紙
一
番
綴
謡
本
100
╱
16
╱
1
─

9
等
と
同
筆
。
朱
で

謡
の
本
文
改
訂
、
振
仮
名
、
間
拍
子
、
節
付
の
直
し
を
加
え
る
。
上
部
余

白
に
出
典
考
証
と
し
て
和
歌
等
を
記
す
。
西
丸
献
上
本
の
扣
え
か
は
不
明

な
が
ら
、
末
尾
に
「
享
保
十
四
年
九
月
廿
六
日　

清
親
」
と
朱
書
。

◆
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
謡
本

○
五
番
綴
謡
本
「
源
太
夫
・
橋
弁
慶
・
三
山
・
松
山
鏡
・
雷
電
」　

75
╱
8

　
　
〔
江
戸
中
期
〕
写　

袋
綴　

一
冊

　

紺
表
紙
（
二
四
・
七
×
一
七
・
八
糎
）
中
央
に
横
題
簽
を
貼
付
、「
源

太
夫
／
橋
弁
慶
／
三
山
／
松
山
鏡
／
雷
電
」
と
墨
書
。
こ
の
う
ち
、
橋
弁

慶
・
松
山
鏡
・
雷
電
の
曲
名
の
上
に
は
点
を
打
ち
、
雷
電
の
下
に
は
「
仕

舞
附
有
」
と
記
す
。
全
四
十
五
丁
。
内
題
な
し
。
片
面
七
行
。
字
面
高
約

二
〇
糎
。
橋
弁
慶
・
松
山
鏡
・
雷
電
に
は
、
謡
の
本
文
改
訂
を
朱
で
傍
記

し
、
振
仮
名
、
間
拍
子
等
も
加
え
る
。
雷
電
の
み
、
上
部
余
白
に
○
印
を

付
し
て
型
付
を
記
す
。「
松
山
鏡
」
の
末
尾
に
「
享
保
十
四
年
七
月
七
日

　

清
親
／
西
丸
御
本
へ
右
之
通
章
并
持
当
リ
相
納
／
大
久
保
伊
勢
守
殿
迄

差
上
ル
也
」
と
朱
書
、「
雷
電
」
の
末
尾
に
「
享
保
十
五
年
十
一
月
八
日
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ニ
去
ル
方
よ
り
申
来
リ
十
一
日
書
」
と
清
親
の
墨
書
が
あ
る
。「
松
山
鏡
」

に
は
、
一
部
本
文
を
引
用
し
「
古
キ
本
も
二
冊
宗
節
黒
雪
之
／
直
筆
に
も

右
の
通
也
」
と
記
し
た
挿
紙
あ
り
。

○
二
番
綴
謡
本
「
道
成
寺
・
鷺
」　
100
╱
17
╱
1

　
　
〔
江
戸
中
期
〕
写　

袋
綴　

一
冊

　

石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
（
二
四
・
八
×
一
七
・
八
糎
）
左
上
に
黄
蘗
色

題
簽
を
貼
り
、「
道
成
寺
／
鷺
」
と
曲
名
墨
書
。
全
十
四
丁
。
内
題
な
し
。

片
面
七
行
。
字
面
高
約
二
〇
・
五
糎
。
間
拍
子
あ
り
。
謡
本
文
は
、
前
掲

の
紺
表
紙
一
番
綴
謡
本
100
╱
16
╱
1
─

9
等
と
同
筆
。「
道
成
寺
」
は
朱
と

青
で
若
干
、
謡
本
文
を
改
訂
す
る
。
も
と
の
謡
本
文
の
一
部
や
読
仮
名
な

ど
を
胡
粉
で
消
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
本
文
末
尾
に
青
で
「
十
二
月
十

一
日
西
丸
ヘ
上
ル
」
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
胡
粉
で
消
し
て
い
る
。

「
鷺
」
は
、
朱
墨
で
読
仮
名
、
間
拍
子
、
節
付
の
直
し
を
書
入
れ
る
。
胡

粉
に
よ
る
謡
本
文
の
改
訂
も
目
立
つ
。
末
尾
に
「
十
二
月
九
日
西
丸
上
ル
」

と
朱
書
。
さ
ら
に
、
延
宝
八
年
四
月
、
元
禄
十
七
年
三
月
、
宝
永
二
年
、

宝
永
三
年
五
月
、
宝
永
四
年
四
月
、
宝
永
五
年
三
月
、
享
保
十
九
年
三
月
、

宝
暦
十
一
年
四
月
の
「
鷺
」
の
上
演
記
録
が
、
観
世
元
章
の
筆
跡
で
記
さ

れ
て
い
る
。

○
五
番
綴
謡
本
「
経
政
・
箙
・
知
章
・
俊
成
忠
度
・
春
栄
」　
100
╱
17
╱
2

　
　
〔
江
戸
中
期
〕
写　

袋
綴　

一
冊

　

石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
（
二
四
・
八
×
一
七
・
九
糎
）
中
央
に
、
椿
の

下
絵
が
入
っ
た
黄
蘗
色
題
簽
を
貼
り
、「
経
政
／
箙
／
知
章
／
俊
成
忠
度

／
春
栄
」
と
墨
書
。
こ
の
う
ち
「
箙
」
に
は
青
で
合
点
を
施
し
、
そ
の
下

に
「
西
」
と
朱
書
。
全
五
十
五
丁
。
内
題
な
し
。
片
面
七
行
。
字
面
高
約

二
〇
・
五
糎
。
謡
本
文
は
、
前
掲
の
紺
表
紙
一
番
綴
謡
本
100
╱
16
╱
1
─

9
等
と
同
筆
。
朱
と
青
で
間
拍
子
、
節
付
の
直
し
や
、
謡
本
文
の
改
訂
を

書
入
れ
る
（
一
部
に
擦
消
や
胡
粉
に
よ
る
改
訂
も
あ
る
）。「
経
政
」
末
尾

に
青
で
「
西
丸
へ
十
一
月
二
日
上
ル
」、「
箙
」
末
尾
に
青
で
「
西
丸
へ
十

二
月
十
四
日
ニ
上
ル
」
と
記
す
。「
経
政
」「
箙
」「
春
栄
」
に
は
上
部
に

付
箋
を
付
し
た
箇
所
が
あ
る
。

○
七
番
綴
謡
本
「〔
石
橋
〕・〔
鉄
輪
〕・〔
野
守
〕・〔
東
方
朔
〕・〔
巴
〕・〔
西

王
母
〕・〔
嵐
山
〕」　
100
╱
17
╱
3

　
　
〔
江
戸
中
期
〕
写　

袋
綴　

一
冊

石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
（
二
四
・
九
×
一
七
・
九
糎
）
中
央
に
黄
蘗
色
横

題
簽
の
剥
落
跡
あ
り
。
全
五
十
二
丁
。
内
題
な
し
。
片
面
七
行
。
謡
本
文
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の
字
面
高
約
二
〇
・
五
糎
。
謡
本
文
は
、
前
掲
の
紺
表
紙
一
番
綴
謡
本
100

╱
16
╱
1
─

9
等
と
同
筆
。
墨
・
朱
・
青
・
胡
粉
を
用
い
た
謡
本
文
の
改
訂
、

間
拍
子
、
節
付
の
直
し
の
書
入
れ
が
あ
る
（
た
だ
し
、〔
西
王
母
〕
に
は

朱
や
青
の
書
入
れ
が
な
い
）。〔
石
橋
〕〔
鉄
輪
〕〔
野
守
〕〔
東
方
朔
〕〔
巴
〕

に
は
、
型
付
を
頭
書
す
る
（〔
石
橋
〕
は
墨
、〔
鉄
輪
〕
は
朱
墨
両
方
、〔
野

守
〕
は
〇
印
を
付
し
て
墨
書
、〔
東
方
朔
〕〔
巴
〕
は
朱
書
）。〔
巴
〕
に
は

改
訂
詞
章
を
記
し
た
挿
紙
が
二
箇
所
あ
り
。〔
石
橋
〕
に
は
観
世
元
章
に

よ
る
考
証
の
頭
書
が
あ
り
、〔
鉄
輪
〕
の
初
丁
と
末
尾
の
丁
の
下
方
に
朱

陰
方
印
「
元
章
之
印
」
を
捺
す
。〔
野
守
〕
の
上
部
余
白
に
は
、
元
文
元

年
（
一
七
三
六
）
に
二
丸
で
清
親
が
「
鵜
飼
」「
野
守
」
を
舞
っ
た
番
組

と
演
出
も
朱
書
さ
れ
て
い
る
。〔
野
守
〕
末
尾
に
は
「
西
丸
へ
上
卯
月
十
日
」

と
朱
書
し
た
後
、
一
書
形
式
で
「
杖
ツ
キ
様
」
な
ど
五
箇
条
に
わ
た
り
型

付
を
書
き
、
そ
の
末
尾
に
「
享
保
八
壬
卯
年
二
月
十
七
日
夜　

清
親
」
と

清
親
の
奥
書
が
あ
る
。
ま
た
、〔
東
方
朔
〕
末
尾
に
は
、
青
筆
で
「
四
月

十
六
日
西
丸
へ
上
ル
」
と
記
す
。〔
嵐
山
〕
最
終
丁
裏
末
尾
に
も
「
享
保

十
四
年
七
月
廿
四
日
二
丸
小
次
郎
様
江
嵐
山
御
本
章
直
共
相
納
上
ル
」
と

記
す
（
清
親
の
筆
跡
か
）。

○
一
番
綴
謡
本
「
半
蔀
」「〔
東
方
朔
〕」「
知
章
」「
岩
舟
」「
靏
亀
」「
輪
蔵
」

（
123
╱
2
╱
8
・
10
・
33
・
34
・
42
・
44
）

　
　
〔
江
戸
中
期
〕
写　

袋
綴　

各
一
冊
計
四
冊

　

全
四
十
四
冊
か
ら
な
る
一
二
三
函
の
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
謡
本
写
本

の
う
ち
、
西
丸
献
上
識
語
や
外
題
に
「
西
」
の
注
記
を
持
つ
六
冊
。
石
畳

艶
出
模
様
紺
表
紙
（
二
三
・
三
×
一
七
・
〇
糎
）
左
上
に
題
簽
を
貼
り
、

曲
名
「
半
蔀
」「
知
章
」「
岩
舟
」「
靏
亀
」「
輪
蔵
」
を
墨
書
（
た
だ
し
、

〔
東
方
朔
〕
の
み
表
紙
欠
）。
金
泥
で
霞
模
様
を
引
い
た
布
目
題
簽
を
基
本

と
す
る
が
、「
半
蔀
」
の
み
、
題
簽
剥
が
れ
跡
に
後
補
の
布
題
簽
を
貼
付
。

「
岩
舟
」「
靏
亀
」
は
曲
名
の
上
に
「
西
」
と
朱
書
す
る
。
全
丁
数
、
整
理

番
号
順
に
そ
れ
ぞ
れ
六
丁
・
八
丁
・
十
一
丁
・
七
丁
・
三
丁
・
八
丁
。

　

内
題
な
し
。
片
面
七
行
。
字
面
高
い
ず
れ
も
約
二
〇
糎
。
謡
本
文
の
筆

跡
は
、「
半
蔀
」
と
「
輪
蔵
」
が
同
筆
、「〔
東
方
朔
〕」
と
「
靏
亀
」
が
同

筆
、「
知
章
」
と
「
岩
舟
」
が
同
筆
と
い
う
関
係
に
あ
る
。
こ
れ
ら
を
含

む
四
十
四
冊
中
、「〔
東
方
朔
〕」「
靏
亀
」
と
同
筆
の
「〔
熊
坂
〕」
に
は
、

本
文
末
尾
の
丁
の
咽
に
「
享
保
十
三
四
月
十
六
日
ケ
イ
コ
」
と
書
か
れ
て

お
り
、
こ
の
一
群
の
謡
本
の
お
お
よ
そ
は
こ
の
前
後
に
書
写
さ
れ
た
も
の

と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
四
十
四
冊
の
全
体
に
つ
い
て
は
前
稿
を

参
照
さ
れ
た
い
。

　

朱
で
謡
本
文
の
改
訂
・
振
仮
名
、
間
拍
子
、
節
付
の
直
し
を
加
え
て
お
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り
、
本
文
改
訂
や
節
付
の
直
し
に
は
一
部
に
胡
粉
も
用
い
る
。「〔
東
方
朔
〕」

「
知
章
」
は
、
上
部
余
白
に
型
付
を
書
入
れ
る
（
両
者
は
別
筆
）。
東
方
朔

の
末
尾
に
は
出
典
考
証
、
岩
舟
の
見
返
し
と
上
部
余
白
に
は
語
注
を
書
入

れ
る
。
ま
た
、
岩
舟
に
は
青
の
不
審
紙
も
貼
ら
れ
て
い
る
。「
半
蔀
」「〔
東

方
朔
〕」「
知
章
」「
輪
蔵
」
の
謡
本
文
の
末
尾
に
は
西
丸
献
上
識
語
が
あ
り
、

「
半
蔀
」
に
は
「
十
月
廿
五
日
╱
西
丸
江
上
ル
」、「〔
東
方
朔
〕」
に
は
「
卯

月
十
六
日
西
丸
ニ
上
ル
」、「
知
章
」
に
は
「
十
一
月
六
日
西
丸
ヘ
上
ル
」、

「
輪
蔵
」
に
は
「
十
二
月
五
日
西
丸
江
上
ル
」
と
朱
書
す
る
。

○
一
番
綴
謡
本
「
御
裳
濯
川
」　

4
╱
2
╱
34

　
　
〔
江
戸
中
期
〕
写　

袋
綴　

一
冊

　

石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
（
二
三
・
一
×
一
七
・
〇
糎
）
左
上
に
金
箔
散

題
簽
を
貼
り
、「
御
裳
濯
川
」
と
墨
書
。
見
返
し
に
考
証
を
書
入
れ
る
。

内
題
な
し
。
片
面
七
行
。
字
面
高
約
一
九
糎
。
謡
本
文
の
筆
跡
は
、
前
掲

の
紺
表
紙
一
番
綴
謡
本
100
╱
16
╱
1
─

9
等
と
同
筆
。
朱
墨
で
謡
本
文
の

一
部
を
見
消
に
し
て
い
る
他
、
朱
で
振
仮
名
、
間
拍
子
、
節
付
の
直
し
を

加
え
る
。
一
部
に
紺
の
不
審
紙
を
貼
付
す
る
。
末
尾
に
「
卯
月
十
六
日
西

丸
上
ル
」
と
朱
書
。

○
一
番
綴
謡
本
「
砧
」　

75
╱
54

　
　
〔
江
戸
中
期
〕
写　

袋
綴　

一
冊

　

石
畳
模
様
紺
色
表
紙
（
二
三
・
〇
×
一
七
・
〇
糎
）
左
上
に
題
簽
剥
離

跡
。
見
返
し
に
朱
墨
に
よ
る
考
証
あ
り
。
内
題
な
し
。
片
面
七
行
。
字
面

高
約
一
九
糎
。
朱
で
振
仮
名
、
濁
点
、
間
拍
子
、
節
付
の
直
し
を
加
え
る
。

胡
粉
で
節
付
を
直
す
箇
所
も
あ
る
が
、
貼
紙
に
よ
る
節
付
の
改
訂
が
特
に

目
立
つ
。
一
部
に
紺
の
不
審
紙
を
貼
付
す
る
。
数
箇
所
に
朱
墨
に
よ
る
語

注
の
頭
書
あ
り
。
末
尾
に
「
十
二
月
十
一
日
西
丸
ヘ
上
ル
」
と
朱
書
。
後

見
返
し
に
朱
陰
方
印
「
眞
観
」
を
捺
す
。

◆
渋
表
紙
謡
本

○
一
番
綴
謡
本
「
恋
重
荷
」　

75
╱
37

　
　
〔
江
戸
中
期
〕
写　

袋
綴　

一
冊

　

渋
表
紙
（
二
三
・
二
×
一
六
・
九
糎
）
左
上
に
霊
芝
雲
文
宝
尽
模
様
の

題
簽
を
貼
る
。
題
簽
に
は
朱
点
を
打
ち
「
恋
重
荷
」
と
墨
書
、
そ
の
下
に

「
西
」
と
朱
書
。
後
見
返
し
に
は
、
も
と
紺
表
紙
が
付
い
て
い
た
形
跡
が

残
る
。
全
八
丁
。
見
返
し
に
本
文
と
は
別
筆
の
朱
墨
に
よ
る
考
証
が
あ
る
。

内
題
な
し
。
片
面
七
行
。
謡
本
文
の
字
面
高
約
一
九
糎
。
謡
本
文
は
、
前

掲
の
渋
表
紙
一
番
綴
謡
本
「
恋
重
荷
」
と
同
筆
（
以
下
に
挙
げ
る
渋
表
紙



─ 64 ─

謡
本
80
╱
7
・
15
・
17
も
す
べ
て
同
筆
）。
本
文
に
は
、
墨
や
貼
紙
に
よ

る
詞
章
改
訂
が
多
く
、
朱
で
「
～
ト
モ
」
と
い
う
異
本
注
記
も
傍
記
し
て

い
る
。
節
付
は
朱
で
間
拍
子
や
直
し
を
加
え
て
お
り
、
朱
に
よ
る
節
付
の

異
本
注
記
も
多
い
。
一
部
の
漢
字
に
は
朱
墨
で
振
仮
名
を
施
す
。
部
分
的

に
青
の
不
審
紙
も
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
不
審
紙
も
し
く
は
貼
紙
の
剥
が
れ

た
跡
と
み
ら
れ
る
汚
れ
も
散
見
さ
れ
る
。
上
部
余
白
に
、
多
く
は
○
印
を

付
し
て
型
付
を
墨
書
。
本
文
末
尾
に
「
十
二
月
十
日
西
丸
へ
上
ル
」
と
朱

書
。
二
丁
裏
に
文
化
十
四
年
の
勧
進
能
で
観
世
清
暘
所
演
の
「
恋
重
荷
」

の
番
組
を
記
し
た
貼
紙
あ
り
。

○
一
番
綴
謡
本
「〔
逆
鉾
〕」　

80
╱
7

　
　
〔
江
戸
中
期
〕
写　

袋
綴　

一
冊

　

渋
表
紙
（
二
三
・
二
×
一
六
・
九
糎
）。
外
題
・
内
題
な
し
。
全
八
丁
。

見
返
し
に
「
ア
マ
ノ
ウ
キ
ハ
シ
」
を
表
す
漢
字
一
字
に
つ
い
て
、
二
条
家

流
と
冷
泉
家
流
の
二
説
を
挙
げ
る
。
片
面
七
行
。
謡
本
文
の
字
面
高
約
一

九
・
五
糎
。
間
拍
子
あ
り
。
胡
粉
や
朱
墨
に
よ
る
本
文
の
改
訂
や
節
付
の

直
し
が
散
見
さ
れ
る
。
頭
書
に
は
型
付
を
記
す
。
末
尾
に
「
西
丸
ヘ
上
ル

／
十
月
廿
一
日
」
と
朱
筆
。
後
見
返
し
左
下
に
、
朱
陰
方
印
「
元
章
之
印
」

を
捺
す
。

○
一
番
綴
謡
本
「〔
巻
絹
〕」　

80
╱
15

　
　
〔
江
戸
中
期
〕
写　

袋
綴　

一
冊

　

渋
表
紙
（
二
三
・
二
×
一
七
・
〇
糎
）
左
上
に
題
簽
剥
落
痕
。
も
と
は

紺
表
紙
が
付
い
て
い
た
形
跡
が
見
返
し
・
後
見
返
し
の
綴
目
近
く
に
残
る
。

全
八
丁
。
見
返
し
や
後
見
返
し
、
上
部
余
白
等
に
考
証
を
朱
書
。
内
題
な

し
。
片
面
七
行
。
謡
本
文
の
字
面
高
約
一
九
・
五
糎
。
間
拍
子
な
し
。
朱

で
振
仮
名
、
節
付
の
直
し
を
加
え
る
他
、
胡
粉
に
よ
る
詞
章
や
節
付
の
改

訂
が
あ
る
。
上
部
余
白
に
○
印
を
付
し
て
型
付
を
墨
書
す
る
。
末
尾
に
朱

で
「
十
二
月
五
日
西
丸
江
上
ル
」
と
あ
る
。

○
一
番
綴
謡
本
「
吉
野
天
人
」　

80
╱
17

　
　
〔
江
戸
中
期
〕
写　

袋
綴　

一
冊

　

渋
表
紙
（
二
三
・
一
×
一
七
・
〇
糎
）
左
上
に
薄
茶
色
霊
芝
雲
文
模
様

の
題
簽
を
貼
付
。
題
簽
に
は
朱
点
を
打
ち
「
吉
野
天
人
」
と
墨
書
、
そ
の

下
に
「
西
」
と
朱
書
す
る
。
全
五
丁
。
内
題
な
し
。
片
面
七
行
。
字
面
高

約
一
九
・
五
糎
。
間
拍
子
な
し
。
朱
や
胡
粉
に
よ
る
詞
章
の
改
訂
が
あ
り
、

朱
で
振
仮
名
、
節
付
の
直
し
を
加
え
る
。
朱
と
青
の
筆
に
よ
る
型
付
の
頭

書
が
あ
り
、
青
筆
の
型
付
は
謡
本
文
の
末
尾
に
も
記
さ
れ
る
。
末
尾
に
朱
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で
「
十
月
廿
五
日
／
西
丸
ヘ
上
ル
」
と
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
後
に
、
元
禄

十
年
二
月
三
日
の
柳
沢
出
羽
守
保
明
（
吉
保
）
邸
へ
の
綱
吉
御
成
の
際
、

初
め
て
観
世
大
夫
重
記
が
吉
野
天
人
を
務
め
た
際
の
番
組
を
朱
書
す
る
。

前
場
を
中
心
に
「
吉
野
天
人
」
の
詞
章
を
抄
出
し
た
挿
紙
あ
り
。

○
一
番
綴
謡
本
「〔
橋
弁
慶
〕」　
100
╱
18
╱
1

　
　
〔
江
戸
中
期
〕
写　

袋
綴　

一
冊

　

渋
表
紙
（
二
三
・
一
×
一
七
・
〇
糎
）。
外
題
・
内
題
な
し
。
全
六
丁
。

片
面
七
行
。
字
面
高
約
二
〇
糎
。
謡
の
漢
字
に
は
墨
で
振
仮
名
を
付
す
。

胡
粉
を
用
い
た
謡
の
本
文
と
節
付
の
改
訂
が
目
立
つ
。
間
拍
子
あ
り
。
朱

で
節
付
の
直
し
を
加
え
る
。
後
見
返
に
「
享
保
十
四
年
七
月
廿
六
日
右
之

通
章
直
シ
共
／
二
丸
ヘ
差
上
」
と
清
親
の
筆
跡
で
墨
書
す
る
。
な
お
、
100

╱
18
╱
1
─

6
は
、
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
同
じ
寸
法
の
渋
表
紙
謡
本
で
あ
り
、

一
番
綴
謡
本
「
生
田
敦
盛
」（
100
╱
18
╱
5
）
の
末
尾
に
も
「
享
保
十
五
年

／
二
月
四
日　

清
親
（
花
押
）」
と
い
う
清
親
に
よ
る
朱
筆
の
奥
書
が
あ
る
。

○
一
番
綴
謡
本
「
龍
虎
」　
100
╱
18
╱
6

　
　
〔
江
戸
中
期
〕
写　

袋
綴　

一
冊

　

渋
表
紙
（
二
三
・
三
×
一
七
・
〇
糎
）
左
上
に
薄
茶
色
霊
芝
雲
文
模
様

の
題
簽
を
貼
付
。
題
簽
に
は
朱
点
を
打
ち
「
龍
虎
」
と
墨
書
、
そ
の
下
に

「
西
」
と
朱
書
す
る
。
後
見
返
し
に
も
と
紺
表
紙
が
付
さ
れ
て
い
た
痕
跡

あ
り
。
全
十
一
丁
。
見
返
し
や
余
白
に
朱
墨
で
考
証
を
書
入
れ
る
。
内
題

な
し
。
片
面
七
行
。
字
面
高
約
一
九
・
五
糎
。
朱
で
振
仮
名
、
振
漢
字
、

間
拍
子
、
節
付
の
直
し
を
加
え
る
。
朱
の
見
消
線
と
胡
粉
に
よ
る
詞
章
改

訂
あ
り
。
上
部
余
白
に
型
付
を
墨
で
頭
書
。
詞
章
末
尾
に
「
卯
月
九
日
西

丸
ヘ
上
ル
」
と
朱
書
。
後
見
返
し
左
下
に
朱
陰
方
印
「
元
章
之
印
」
を
捺

す
。
後
表
紙
欠
。

◆
表
紙
を
欠
失
し
た
謡
本

○
一
番
綴
謡
本
「〔
江
乃
嶋
〕」
100
╱
27

　
　
〔
江
戸
中
期
〕
写　

袋
綴　

一
冊

　

現
状
は
、
表
紙
・
綴
糸
を
欠
失
。
二
四
・
八
×
一
七
・
八
糎
。
全
十
三

丁
。
内
題
な
し
。
片
面
七
行
。
字
面
高
約
一
九
・
五
糎
。
朱
で
振
仮
名
や

間
拍
子
、
節
付
の
直
し
を
加
え
る
。
上
部
余
白
に
○
印
を
付
し
て
型
付
を

記
す
。
末
尾
に
清
親
の
筆
跡
で
「
享
保
十
四
年
七
月
廿
五
日
／
西
丸
御
本

ニ
右
之
通
章
并
直
シ
共
相
納
差
上
ル
」
と
朱
書
。

　

こ
の
他
、
装
訂
や
筆
跡
の
上
で
以
上
の
謡
本
と
共
通
性
を
持
つ
謡
本
や
、
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こ
れ
ら
の
一
部
を
さ
ら
に
転
写
し
た
謡
本
な
ど
も
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
直

接
、
西
丸
へ
の
献
上
と
関
わ
る
謡
本
に
つ
い
て
は
、
以
上
で
あ
る
。
こ
れ

ら
を
見
渡
す
と
、
紺
表
紙
一
番
綴
謡
本
100
╱
16
╱
1
─

9
等
と
同
筆
の
謡

本
が
多
く
、
そ
の
中
に
清
親
の
奥
書
を
持
つ
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
筆
跡
の
謡
本
は
清
親
の
も
と
で
作
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

多
く
は
清
親
か
ら
元
章
に
引
き
継
が
れ
た
と
思
わ
れ
、
元
章
の
筆
跡
と
み

ら
れ
る
書
入
れ
や
元
章
の
印
記
が
確
認
で
き
る
本
も
あ
る
。
表
紙
に
よ
っ

て
分
け
て
挙
げ
た
が
、
渋
表
紙
の
謡
本
の
一
部
に
は
も
と
も
と
紺
表
紙
が

付
い
て
い
た
形
跡
も
あ
り
、
一
連
の
謡
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

江
戸
城
西
丸
献
上
識
語
に
つ
い
て
は
享
保
十
四
年
の
年
記
を
持
つ
も
の

が
多
く
、
同
年
六
月
頃
に
「
小
鍛
冶
」、
七
月
に
「
松
山
鏡
」「
岩
舩
」「
靏

亀
」「
土
蛛
蜘
」「
江
乃
嶋
」、
九
月
に
「
谷
行
」
が
献
上
さ
れ
て
お
り
、『
能

楽
随
想
』
で
紹
介
さ
れ
る
「
半
蔀
」
も
同
年
八
月
の
献
上
で
あ
る
。
同
年

七
月
二
十
四
日
に
二
丸
の
「
小
次
郎
様
」（
田
安
宗
武
）
に
対
し
て
「
嵐
山
」

が
、
ま
た
そ
の
二
日
後
の
二
十
六
日
に
「
橋
弁
慶
」
が
二
丸
に
献
上
さ
れ

て
い
る
の
も
、
西
丸
へ
の
謡
本
献
上
と
一
連
の
動
向
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

年
を
明
記
せ
ず
に
月
日
の
み
で
西
丸
献
上
を
記
し
て
い
る
も
の
は
、
四
月

が
五
曲
、
十
月
が
三
曲
、
十
一
月
が
二
曲
、
十
二
月
が
七
曲
あ
る
が
、
前

稿
で
も
指
摘
し
た
通
り
、
こ
れ
ら
も
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
か
、
そ

の
前
後
に
献
上
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
大
久

保
往
忠
が
紅
葉
山
文
庫
か
ら
謡
本
を
借
り
だ
し
て
い
た
時
期
と
も
合
致
す

る
。
謡
本
が
一
括
で
献
上
さ
れ
ず
に
日
付
が
分
か
れ
て
い
る
の
は
、
紺
表

紙
一
番
綴
謡
本
「〔
和
布
刈
〕」（
100
╱
16
╱
5
）
に
み
え
る
よ
う
に
、
仰
せ

付
け
ら
れ
吟
味
の
上
、
西
丸
へ
献
上
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
恋
重
荷
」（
75
╱
37
）「
吉
野
天
人
」（
80
╱
17
）「
龍
虎
」（
100
╱
18
╱

6
）
の
事
例
な
ど
を
み
る
と
、
題
簽
に
曲
名
に
加
え
て
「
西
」
の
字
が
記

さ
れ
て
い
る
も
の
も
、
西
丸
献
上
本
の
扣
え
を
意
味
す
る
可
能
性
が
高
い
。

な
お
、
献
上
識
語
か
ら
は
謡
本
文
だ
け
で
な
く
、
節
付
も
合
わ
せ
て
検
討

さ
れ
、
江
戸
城
に
献
上
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

曲
目
に
つ
い
て
は
、
そ
の
殆
ど
が
外
組
に
属
す
る
と
い
う
偏
り
が
注
目

さ
れ
る
が
、
大
久
保
往
忠
が
紅
葉
山
文
庫
か
ら
西
丸
に
借
り
出
し
て
い
た

の
が
、「
外
々
三
百
番
謡
本
」
六
十
冊
で
あ
っ
た
。
主
に
外
組
の
曲
に
つ

い
て
、
詞
章
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
、「
家
重
公
御
本
」
と
西
丸
献
上
本

―
「
恋
重
荷
」
を
例
に

　

さ
て
、
当
時
の
西
丸
と
い
え
ば
、
将
軍
嗣
子
の
家
重
が
享
保
十
年
六
月
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に
二
丸
か
ら
西
丸
に
移
っ
て
お
り
、
清
親
は
享
保
十
一
年
五
月
に
家
重
の

能
の
稽
古
の
指
南
役
を
命
じ
ら
れ
て
い
る4
。
前
節
で
み
た
西
丸
献
上
識
語

に
は
、「
西
丸
御
本
」
と
記
す
も
の
も
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
も
う
一
つ
問

題
に
な
る
の
が
「
家
重
公
御
本
」
と
記
さ
れ
た
謡
本
で
あ
る
。
ま
ず
、
謡

本
文
の
末
尾
に
「
家
重
公
御
本
」
と
記
さ
れ
て
い
る
観
世
文
庫
の
謡
本
は

い
ず
れ
も
一
番
綴
の
室
町
写
本
で
、
前
稿
で
も
示
し
た
通
り
、

①
紺
表
紙
中
本
「
花
月
」　

袋
綴　

一
冊　

2
╱
8
╱
6

②
雲
母
模
様
表
紙
中
本
「
野
守
」　

袋
綴　

一
冊　

2
╱
6
╱
5

③
霊
芝
雲
文
宝
尽
模
様
薄
茶
色
表
紙
小
型
中
本
「
恋
の
お
も
に
」　

綴
葉

装　

一
帖　

2
╱
8
╱
23

④
紺
表
紙
九
行
本
「
鷺
」　

袋
綴　

一
冊
（「
観
世
宗
家
所
蔵
文
書
目
録5
」

記
載
・
四
78
）

⑤
元
盛
筆
小
型
本
「
輪
蔵
」　

綴
葉
装　

一
帖
（「
観
世
宗
家
所
蔵
文
書
目

録
」
記
載
・
四
101
）

が
知
ら
れ
る
。
各
々
の
写
本
の
末
尾
に
、
い
ず
れ
も
青
筆
で
記
さ
れ
た
「
家

重
公
御
本
」
の
識
語
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
「
家
重
公
御
本　

十
二
月
六
日　

清
親
（
花
押
）」

②
「
家
重
公
御
本　

四
月
十
日　

清
親
（
花
押
）」

③
「
家
重
公
御
本　

十
二
月
十
日　

清
親
（
花
押
）」

④
「
家
重
公
御
本　

十
二
月
九
日　

清
親
（
花
押
）」

⑤
「
家
重
公
御
本　

十
二
月
五
日　

清
親
（
花
押
）」

こ
の
「
家
重
公
御
本
」
の
日
付
は
、
①
が
紺
表
紙
一
番
綴
謡
本
「
花
月
」

（
100
╱
16
╱
14
）
の
識
語
「
十
二
月
六
日
西
丸
江
上
ル
」、
②
が
石
畳
艶
出

模
様
紺
表
紙
七
番
綴
謡
本
（
100
／
17
／
3
）
の
〔
野
守
〕
の
識
語
「
西

丸
ヘ
上
卯
月
十
日
」、
③
が
渋
表
紙
一
番
綴
謡
本
「
恋
重
荷
」（
75
╱
37
）

の
識
語
「
十
二
月
十
日
西
丸
ヘ
上
ル
」、
④
が
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
二

番
綴
謡
本
の
「
鷺
」
の
識
語
「
十
二
月
九
日
西
丸
上
ル
」、
⑤
が
紺
表
紙

一
番
綴
謡
本
（
100
╱
16
╱
1
）
及
び
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
一
番
綴
謡
本

（
123
╱
2
╱
44
）
の
識
語
「
十
二
月
五
日
西
丸
ヘ
上
ル
」
に
対
応
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
③
の
「
恋
重
荷
」
を
例
に
、
本
文
を
比
較
し
て
お
く
。

〇
一
番
綴
謡
本
「
恋
の
お
も
に
」　

2
╱
8
╱
23

　
　
〔
室
町
末
期
〕
写　
〔
江
戸
中
期
〕
書
入
多
数　

綴
葉
装　

一
帖

霊
芝
雲
文
宝
尽
模
様
薄
茶
色
表
紙
（
一
七
・
〇
×
一
二
・
三
糎
）
中
央
に

素
紙
の
書
題
簽
「
恋
の
お
も
に
」
貼
付
。
表
紙
は
改
装
さ
れ
た
形
跡
が

あ
り
、
霊
芝
雲
文
宝
尽
模
様
の
料
紙
は
渋
表
紙
一
番
綴
謡
本
「
恋
重
荷
」

（
75
╱
37
）
の
題
簽
と
も
共
通
す
る
。
内
題
な
し
。
本
文
料
紙
は
斐
紙
。

片
面
七
行
。
字
面
高
約
一
五
糎
。
間
拍
子
な
し
。
朱
と
青
の
筆
で
節
付
の
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直
し
と
詞
章
の
改
訂
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
江
戸
中
期
の
青
筆
に
よ

る
改
訂
が
目
立
ち
、
こ
れ
と
対
応
す
る
よ
う
に
、
末
尾
に
同
じ
青
筆
で
「
家

重
公
御
本
／
十
二
月
十
日　

清
親
」
と
記
さ
れ
る
。
主
に
朱
に
よ
る
節
の

校
合
書
入
れ
も
み
ら
れ
る6
。

　

こ
の
謡
本
に
つ
い
て
は
、
表
章
氏
が
「〈
恋
重
荷
〉
の
歴
史
的
研
究7
」

と
い
う
論
考
の
中
で
も
検
討
し
て
い
る
。
氏
は
改
訂
書
入
れ
の
青
筆
に
つ

い
て
、
本
謡
本
の
も
と
の
本
文
の
欠
脱
部
分
（
中
入
直
後
の
ワ
キ
の
台
詞
）

が
補
訂
さ
れ
て
い
な
い
点
を
除
け
ば
、
そ
の
本
文
は
鴻
山
文
庫
中
の
医
師
・

森
嘉
内
（
一
六
七
〇
～
一
七
四
六
）
の
自
筆
謡
本
と
、
殆
ど
同
じ
詞
章
で

あ
る
こ
と
、
森
嘉
内
は
清
親
の
父
に
あ
た
る
観
世
滋
章
（
重
記
）
か
ら
恋

重
荷
の
能
を
指
南
さ
れ
て
お
り
、
清
親
と
も
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘

す
る
。
ま
た
、〈
恋
重
荷
〉
の
本
文
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
元
頼
本

の
形
が
慶
長
以
前
に
意
識
的
に
改
変
さ
れ
、
そ
の
後
、
こ
の
曲
が
演
じ
ら

れ
な
く
な
っ
て
い
た
江
戸
前
期
を
経
て
、
観
世
滋
章
（
享
保
元
年
没
）
の

頃
に
復
活
し
た
際
に
、
新
た
な
改
訂
が
施
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
改
訂
を

反
映
し
て
い
る
の
が
森
嘉
内
自
筆
本
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
家
重
公
御
本
」

と
い
う
注
記
を
持
つ
謡
本
の
青
筆
と
殆
ど
同
じ
本
文
だ
と
い
う
の
は
、
清

親
に
よ
り
加
え
ら
れ
た
青
筆
の
本
文
の
性
格
を
考
え
る
上
で
参
考
と
な
る

指
摘
で
あ
る
。

　

こ
の
謡
本
に
青
筆
で
書
入
れ
ら
れ
た
本
文
と
、
西
丸
献
上
識
語
を
持
つ

〔
江
戸
中
期
〕
写
謡
本
「
恋
重
荷
」（
75
╱
37
、
書
誌
は
渋
表
紙
謡
本
の
最

初
に
掲
出
）
の
本
文
を
比
較
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
前
者
に
つ

い
て
は
、
も
と
の
本
文
を
見
消
に
し
て
傍
記
さ
れ
た
青
筆
を
「　

」
で
括
っ

て
示
し
た
。「　

」
に
括
っ
て
い
な
い
の
は
、
も
と
の
室
町
写
本
の
本
文

を
活
か
し
た
部
分
で
あ
る
。
以
下
、
次
の
略
号
で
両
者
を
示
す
。

家　

霊
芝
雲
文
宝
尽
模
様
薄
茶
色
表
紙
一
番
綴
謡
本
「
恋
の
お
も
に
」

（
2
╱
8
╱
23
）

　
〔
室
町
末
期
〕
写　

＊
た
だ
し
、「　

」
内
の
本
文
は
〔
江
戸
中
期
〕
の

青
筆
書
入
れ

西　

渋
表
紙
一
番
綴
謡
本
「
恋
重
荷
」（
75
╱
37
）

　
〔
江
戸
中
期
〕
写

家　

抑
是
は
白
川
院
に
つ
か
へ
た
て
ま
つ
る
「
し
ん
か
な
り
」

西　

是
は
白
河
院
に
仕
へ
奉
る
臣
下
な
り
（「
是
」
の
前
に
「
抑
」
朱
書
）

家　

扨
も
我
君
菊
を
御
て
う
あ
ひ
「
あ
つ
て
。
毎
年
数
多
の
き
く
を
そ
た
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て
ら
れ
候
。
ま
た
こ
ヽ
に
山
科
の
せ
う
じ
と
て
い
や
し
き
者
の
候
。
い
つ

も
此
き
く
の
下
葉
を
と
ら
せ
ら
れ
候
間
申
付
は
や
と
存
候
。
又
承
り
候
へ

は
」
彼
者
「
い
か
な
る
お
り
に
か
」
女
御
の
御
姿
を
「
お
か
み
申
も
つ
た

い
な
く
も
」
恋
と
成
た
る
よ
し
「
承
り
候
間
。
か
の
者
を
め
し
出
し
た
つ

ね
は
や
と
存
候
。
い
か
に
た
れ
か
あ
る
。
山
科
の
せ
う
じ
に
来
れ
と
申
候

へ
」

西　

扨
も
我
君
菊
を
御
寵
愛
有
て
。
毎
年
数
多
の
菊
を
そ
た
て
ら
れ
候
。

又
爰
に
山
科
の
承
仕
と
て
賤
き
者
の
候
。
い
つ
も
此
菊
の
下
葉
を
と
ら
せ

ら
れ
候
間
申
付
は
や
と
存
候
。
又
承
り
候
へ
は
。
彼
者
い
か
な
る
折
に
か
。

忝
も
女
御
の
御
姿
を
拝
み
申
□
閑
心
な
き
恋
と
成
た
る
由
承
候
間
。
彼
者

を
召
出
し
尋
は
や
と
存
候
。
い
か
に
誰
か
有
。
山
科
の
承
仕
に
来
れ
と
申

候
へ
（「
閑
心
な
き
」
を
貼
紙
で
「
も
つ
た
ひ
な
く
も
」
に
直
し
、
朱
傍

記
「
□
心
な
き
ト
モ
」。「
承
仕
」
に
「
庄
司
」
と
墨
で
傍
記
）

家　
「
＼
い
か
に
せ
う
じ
。
何
と
て
此
間
は
御
庭
を
は
き
よ
め
ぬ
そ　

＼

さ
ん
候
此
程
所
労
仕
り
候
て
扨
お
こ
た
り
申
て
候　

＼
尤
に
て
候
さ
て
汝

は
恋
を
す
る
と
い
ふ
は
ま
こ
と
に
て
あ
る
か　

＼
さ
や
う
の
事
を
は
何
と

て
し
ろ
し
め
さ
れ
て
候
そ　

＼
い
や
〳
〵
は
や
色
に
出
て
有
そ
と
よ
。
さ

る
間
こ
」
の
こ
と
を
「
忝
も
女
御
」
き
こ
し
め
「
し
及
は
れ
。
い
そ
ぎ
此

荷
を
も
ち
て
御
庭
を
百
度
千
度
ま
は
る
な
ら
は
。
其
間
に
御
姿
を
拝
ま
せ

た
ま
ふ
へ
き
と
の
御
事
な
り
な
ん
ほ
う
あ
り
か
た
き
御
詫
に
て
は
な
き
か

　

＼
何
と
此
事
を
き
こ
し
め
し
及
は
れ
そ
の
荷
を
持
て
御
庭
を
百
度
千
度

ま
は
れ
と
か
や
百
た
ひ
千
た
ひ
と
は
百
く
度
も
千
ン
度
も
持
て
め
く
ら
は
。

其
間
に
御
姿
を
拝
ま
れ
さ
せ
た
ま
ふ
へ
き
と
候
や
」

西　

ワ
キ
＼
い
か
に
承
仕
。
何
と
て
此
間
は
御
庭
を
は
き
よ
め
ぬ
そ　

シ

テ
＼
さ
ん
候
以
外
所
労
仕
候
（
以
下
の
一
文
と
傍
記
墨
書
、
貼
紙
の
下
で

読
め
ず
）［
貼
紙
「
候
此
（
朱
傍
記
「
以
の
外
ト
モ
」）
程
所
労
仕
候
て
扨

お
こ
た
り
申
て
候
」］　

ワ
キ
＼
実
候
扨
（
朱
傍
記
「
実
ト
モ
」）［
貼
紙
「
ワ

キ
尤
に
て
候
」、
朱
傍
記
「
尤
に
て
候
ナ
シ
ニ
ス
ク
ニ
実
ト
モ
」］
汝
は
恋

を
す
る
と
云
は
誠
に
て
（
墨
傍
記
「
に
て
」、
朱
傍
記
「
か
ト
モ
」）
有
か

　

シ
テ
＼
左
様
の
事
を
は
（
数
文
字
分
貼
紙
で
読
め
ず
）
耳
に
入
申
て
候

そ
（「
～
耳
に
入
申
て
候
そ
」
を
傍
線
で
見
消
、「
何
と
て
し
ろ
し
め
さ
れ

て
候
そ
」
と
墨
で
傍
記
、
そ
の
上
に
貼
紙
「
何
と
て
し
ろ
し
め
さ
れ
て
候

そ
」
を
貼
付
）　

ワ
キ
＼
否
々
は
や
色
に
出
て
有
そ
と
よ
。
去
間
此
事
を

忝
も
女
御
聞
召
及
は
れ
。
急
此
荷
を
持
て
御
庭
を
百
度
千
度
ま
は
る
（
朱

傍
記
「
め
く
る
ト
モ
」）
な
ら
は
。
其
間
に
御
姿
を
拝
ま
せ
給
ふ
へ
き
と

の
御
事
な
り
。
な
ん
ほ
う
有
か
た
き
御
詫
に
て
有
そ
（「
有
そ
」
を
見
消
、

右
に
「
は
な
き
か
」
と
墨
で
傍
記
、
左
に
「
有
そ
ト
モ
」
と
朱
傍
記
）　
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＼
何
と
此
恋
（
朱
傍
記
「
恋
ト
モ
」）
の
事
を
聞
食
及
は
れ
此
（
朱
線
で

見
消
、「
其
」
と
墨
で
傍
記
）
荷
を
持
て
御
庭
を
百
度
千
度
ま
は
れ
（
朱

傍
記
「
め
く
れ
ト
モ
」）
と
か
や
（
朱
傍
記
「
候
ト
モ
））
百
た
ひ
千
た
ひ

と
は
百
度
も
千
度
も
持
て
め
く
ら
は
。
其
間
に
御
姿
を
拝
ま
れ
さ
せ
給
ふ

へ
き
と
候
や

家　
「
＼
け
に
よ
く
心
得
て
あ
る
そ
。
な
ん
ほ
う
あ
り
か
た
き
御
事
に
て

は
な
き
か　

＼
さ
ら
は
そ
の
荷
を
御
見
せ
候
へ　

＼
此
方
へ
来
り
候
へ
。

是
こ
そ
恋
の
重
荷
よ
。
な
ん
ほ
う
う
つ
く
し
き
荷
に
て
は
な
き
か
」　

＼

「
け
に
〳
〵
是
は
う
つ
く
し
き
荷
に
て
候
。」
た
と
ひ
か
な
は
ぬ
「
ワ
」
ざ

な
り
と
も
。「
仰
」
な
ら
は
さ
「
こ
」
そ
あ
る
へ
け
れ

西　

ワ
キ
＼
実
能
心
得
て
有
そ
（
朱
傍
記
「
そ
ナ
シ
ニ
モ
」）。
な
ん
ほ
う

有
難
き
御
事
に
て
は
な
き
か　

シ
テ
＼
さ
ら
は
其
荷
か
見
た
う
候
（「
か

見
た
う
候
」
を
朱
墨
線
で
見
消
、「
を
御
見
せ
候
へ
」
と
墨
で
傍
記
）　

ワ

キ
＼
此
方
へ
来
り
候
へ
。
是
こ
そ
恋
の
重
荷
よ
。
な
ん
ほ
う
美
し
き
荷
に

て
有
そ
（
右
傍
に
「
は
な
き
か
」
と
墨
書
し
「
ト
モ
」
と
朱
書
、
左
傍
に

「
有
そ
ト
モ
」
と
朱
書
）　

シ
テ
＼
「
実
々
（
朱
傍
記
「
ケ
ニ
是
ハ
ト
モ
」）

是
は
う
つ
く
し
き
荷
に
て
候
。
た
と
ひ
叶
は
ぬ
わ
さ
な
り
と
も
。
仰
な
ら

は
さ
こ
そ
有
へ
け
れ

家　

ま
し
て
や
是
は
い
や
し
き
「
わ
ざ
」

西　

増
て
や
是
は
賤
し
き
業

家　

塵
の
う
き
世
に
な
か
ら
へ
て
よ
し
な
「
く
」
物
を
お
も
ふ
か
な

西　

塵
の
浮
世
に
存
命
て
。
由
な
き
物
を
思
ふ
か
な
（「
存
命
」
の
左
に

墨
で
「
ナ
カ
ラ
」
と
傍
記
。「
由
な
き
」
の
「
き
」
の
右
に
墨
で
「
く
」

と
傍
記
し
見
消
、
左
に
墨
で
「
や
」
と
傍
記
し
見
消
、
朱
で
元
の
「
き
」

を
見
消
に
し
右
傍
に
「
く
」
と
朱
書
）

家　

伏
て
み
れ
と
も
「
ね
」
ら
れ
は
こ
そ

西　

臥
て
み
れ
と
も
ね
ら
れ
は
こ
そ
（「
な
れ
れ
は
」
に
朱
で
「
ヨ
ス
ル

ト
モ
」
と
傍
記
）

家　

恋
は
何
の
お
も
「
に
」
そ

西　

恋
は
何
の
重
荷
そ

家　

み
だ
れ
恋
「
に
」
な
「
し
」
て

西　

乱
れ
恋
に
な
し
て
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家　

わ
れ
中
そ
ら
に
な
す
「
な
」
恋

西　

我
中
空
に
な
す
な
恋

家　
「
是
は
あ
ま
り
に
か
た
し
け
な
き
御
諚
に
て
候
は
や
〳
〵
立
せ
お
は

し
ま
せ
」

西　

是
は
餘
り
に
忝
な
き
御
諚
に
て
候
。
早
々
立
せ
お
は
し
ま
せ

家　

こ
と
よ
せ
妻
の
そ
ら
た
の
「
め
」

西　

こ
と
よ
せ
妻
の
空
た
の
め

家　
「
さ
ん
ぜ
」
の
ち
き
り

西　

三
世
の
契
り
の
（「
三
世
」
に
は
胡
麻
点
を
三
つ
振
り
、「
世
」
に
朱

で
「
ゼ
」
と
傍
記
）

家　

う
ね
「
み
」
の
山
の
や
ま
も
り
も

西　

う
ね
み
の
山
の
山
守
も

家　

思
ひ
の
け
ふ
り
立
わ
か
れ
（
元
の
本
文
「
け
ふ
り
の
」
の
「
の
」
を

青
で
見
消
）

西　

思
ひ
の
け
ふ
り
の
立
別
れ
（「
の
」
を
墨
で
見
消
）

家　

葉
も
り
の
神
と
な
「
り
」
て
千
代
の
か
け
を
ま
も
ら
ん
「
や
千
代
の

か
け
を
も
ま
も
ら
ん
」

西　

葉
守
の
神
と
な
り
て
千
代
の
陰
を
守
ら
ん
〳
〵
（「
〳
〵
」
を
見
消
、

「
や
千
代
の
陰
を
も
守
ら
ん
」
と
墨
で
傍
記
）

家
に
欠
け
て
い
る
中
入
直
後
の
ワ
キ
の
台
詞
を
西
が
備
え
て
い
る
こ
と
を

は
じ
め
、
家
の
青
筆
以
外
の
異
同
も
あ
る
も
の
の
、
以
上
を
比
較
す
る
と
、

家
の
青
筆
改
訂
後
の
本
文
と
西
は
、
お
お
よ
そ
は
共
通
す
る
（
た
だ
し
、

細
部
に
は
異
同
も
あ
る
）。
西
に
は
貼
紙
に
よ
る
改
訂
で
も
と
の
本
文
が

読
め
な
い
箇
所
も
あ
る
の
で
、
単
純
に
は
比
較
で
き
な
い
が
、
西
に
朱
で

「
～
ト
モ
」「
～
ニ
モ
」
と
傍
書
さ
れ
て
い
る
本
文
は
家
の
青
筆
と
は
異
な
っ

て
お
り
、
墨
で
傍
書
さ
れ
て
い
る
本
文
の
方
が
家
の
青
筆
改
訂
後
の
本
文

に
対
応
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
ま
ず
、
も
と
も
と
西
の
本
文
が

書
か
れ
た
後
に
、
こ
れ
を
墨
と
貼
紙
で
改
訂
し
て
西
丸
献
上
本
の
本
文
を

示
し
、
末
尾
に
朱
で
「
十
二
月
十
日
西
丸
へ
上
ル
」
の
一
文
が
加
え
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
別
本
と
の
対
校
結
果
が
「
～
ト
モ
」
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等
の
形
で
朱
に
よ
り
書
入
れ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
西
丸

献
上
本
に
関
わ
る
本
文
改
訂
が
清
親
の
時
代
に
あ
り
、
そ
の
本
文
を
も
と

に
対
校
の
書
入
れ
が
行
わ
れ
た
経
緯
を
反
映
し
て
い
る
の
が
、
こ
の
西
丸

献
上
識
語
を
持
つ
謡
本
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

　

表
章
氏
は
家
の
青
筆
に
つ
い
て
、「
徳
川
家
重
の
代
（
正
徳
三
年
～
享

保
元
年
）
に
、
柳
営
所
蔵
本
に
基
づ
い
て
観
世
大
夫
清
親
（
嗣
子
の
時
代
）

が
校
正
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
」
と
す
る8
。
し
か
し
、
九
代
家
重
の
将

軍
在
位
期
間
を
、
七
代
家
継
の
在
位
期
間
と
取
り
違
え
て
い
る
の
は
と
も

か
く
と
し
て
、
西
の
「
十
二
月
十
日
西
丸
へ
上
ル
」
と
照
ら
し
合
わ
せ
る

と
、「
家
重
公
御
本
」
の
注
記
を
持
つ
謡
本
の
改
訂
本
文
は
、「
恋
重
荷
」

に
限
ら
ず
同
時
期
の
観
世
大
夫
と
幕
府
と
の
一
連
の
や
り
取
り
の
中
で
、

西
丸
に
い
た
将
軍
継
嗣
の
家
重
に
献
上
す
る
た
め
に
清
親
の
側
で
作
っ
た

も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
涌
き
上
が
る
の
は
、
な
ぜ
「
家
重
公
御
本
」
と
書
か
れ
た
謡
本

と
、
同
じ
月
日
の
「
～
西
丸
へ
上
ル
」
と
い
う
西
丸
献
上
記
事
を
持
つ
謡

本
と
の
二
本
が
、
観
世
大
夫
家
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
家
重
公
御
本
」
と
書
か
れ
た
謡
本
が
、
い
ず

れ
も
室
町
写
本
で
あ
る
と
い
う
点
も
、
合
わ
せ
て
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

ま
ず
、「
家
重
公
御
本
」
と
書
か
れ
た
謡
本
に
つ
い
て
は
、
わ
ざ
わ
ざ

室
町
の
古
写
本
の
本
文
に
対
し
て
江
戸
中
期
に
書
入
れ
を
し
て
い
る
の
は
、

古
写
本
の
本
文
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
謡
の
本
文
を
検
討
し
て
い
た

こ
と
を
示
唆
す
る
。
両
者
を
見
比
べ
る
こ
と
が
で
き
る
、
こ
う
し
た
本
は
、

本
文
検
討
の
根
本
資
料
に
な
る
。
西
丸
に
献
上
す
る
謡
本
の
詞
章
を
、
観

世
大
夫
家
に
伝
わ
る
古
写
本
に
併
記
し
て
お
い
た
も
の
と
も
思
わ
れ
る
が
、

も
う
一
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
、
こ
れ
が
西
丸
に
献
上
す
る
た
め
に
用
意
し

た
謡
本
そ
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
で
あ
る
。

　

西
丸
へ
の
献
上
記
事
を
持
つ
〔
江
戸
中
期
〕
写
の
謡
本
は
、
例
え
ば
紺

表
紙
一
番
綴
謡
本
「〔
小
鍛
冶
〕」（
100
╱
16
╱
11
）
に
「
享
保
十
四
年
六
月

晦
日
直
ス
／
右
之
通
西
丸
江
章
直
シ
共
ニ
相
納
差
上
候
扣
也　

清
親
」
と

あ
る
よ
う
に
、
献
上
本
の
「
扣
」
と
み
ら
れ
る
。
一
方
で
、「
家
重
公
御
本
」

と
書
か
れ
た
謡
本
に
は
、「
扣
」
と
か
「
西
丸
ヘ
上
ル
」
の
よ
う
な
文
言

が
み
え
ず
、
観
世
家
で
の
現
存
数
も
少
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
推
測
す
る

と
、
観
世
家
に
伝
来
し
た
「
家
重
公
御
本
」
と
書
か
れ
た
謡
本
は
、
本
来

は
江
戸
城
に
献
上
す
る
た
め
に
用
意
さ
れ
た
謡
本
そ
の
も
の
の
一
部
で
あ
っ

た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
献
上
後
に
幕
府

側
か
ら
本
文
の
再
検
討
を
命
じ
ら
れ
、
そ
の
た
め
の
資
料
と
し
て
再
び
観

世
大
夫
の
も
と
に
戻
っ
て
き
た
謡
本
の
み
が
そ
の
後
も
観
世
家
に
伝
わ
っ

た
、
と
い
う
よ
う
な
事
情
も
、
一
案
と
し
て
は
考
え
ら
れ
よ
う
。
ど
ち
ら
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も
あ
り
得
る
が
、
古
写
本
に
新
し
い
詞
章
を
併
記
し
た
形
態
が
献
上
本
そ

の
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
家
重
周
辺
の
方
針
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
。

四
、
清
親
時
代
の
詞
章
改
訂
と
そ
の
前
後

―
「
東
方
朔
」
の
場
合

　
「
恋
重
荷
」
を
例
に
確
認
し
た
通
り
、
大
久
保
往
忠
ら
幕
府
側
の
改
訂

指
示
と
も
関
わ
る
西
丸
献
上
本
の
本
文
を
も
と
に
、
さ
ら
な
る
本
文
検
討

が
行
わ
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
そ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
十
五
世
元
章

に
よ
る
詞
章
改
訂
で
あ
る
。
明
和
改
正
謡
本
も
あ
る
程
度
、
幕
府
の
後
援

の
も
と
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
元
章
の
没
後
、
安
永
三
年
（
一
七
七

四
）
四
月
に
観
世
清
尚
が
十
七
世
観
世
大
夫
と
な
っ
て
ま
も
な
く
、
明
和

本
の
使
用
を
や
め
て
元
に
戻
す
こ
と
に
な
っ
た
背
景
に
も
、
事
実
上
は
十

代
将
軍
家
治
の
意
向
が
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
「
恋
重
荷
」
の
変
遷
に
関
し
て
は
、
表
章
氏
に
よ
る
詳
細
な
検
討
が
備

わ
り
、
明
和
本
に
独
自
異
文
が
甚
だ
多
い
こ
と
や
、
現
行
曲
の
形
の
詞
章

確
立
が
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
六
月
山
本
長
兵
衛
刊
本
か
ら
で
あ
る

こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
対
象
曲
を
変
え
て
、
西
丸
献
上
謡

本
の
中
か
ら
「
東
方
朔
」
を
取
り
上
げ
、
観
世
清
親
、
そ
し
て
観
世
元
章

の
関
与
し
た
本
文
と
、
そ
の
前
後
の
本
文
変
化
を
み
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
西
丸
献
上
識
語
を
持
つ
「
東
方
朔
」
の
謡
本
に
は
、
石
畳
艶
出

模
様
紺
表
紙
七
番
綴
謡
本
（
100
╱
17
╱
3
）
と
、
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙

一
番
綴
謡
本
（
123
╱
2
╱
10
）
の
二
本
が
あ
り
、
先
述
の
通
り
、
謡
本
文

の
筆
跡
が
共
通
し
、
ま
た
上
部
余
白
に
書
入
れ
ら
れ
た
型
付
の
内
容
と
筆

跡
も
似
て
い
る
が
、
本
文
の
改
訂
に
異
同
が
あ
る
。
こ
れ
を
、
明
和
改
正

謡
本
と
比
較
す
る
が
、
あ
わ
せ
て
、
明
和
改
正
謡
本
以
前
の
版
本
と
し
て

〔
元
禄
三
年
六
月
〕
刊
本
と
も
比
べ
て
み
た
い
。

　

明
和
改
正
謡
本
前
後
の
観
世
大
夫
公
認
の
謡
本
と
し
て
は
、「
正
徳
六

〈
丙
／
申
〉
歳
弥
生
」
の
刊
年
を
刷
る
、
い
わ
ゆ
る
正
徳
弥
生
本
が
あ
る
。

こ
の
刊
年
の
刊
記
を
持
つ
謡
本
に
は
、
①
正
徳
六
年
（
一
七
一
六
）
三
月

に
観
世
織
部
滋
章
の
署
名
の
あ
る
奥
付
を
附
し
て
刊
行
さ
れ
た
全
百
番
と
、

②
お
そ
ら
く
は
清
親
時
代
に
、
①
の
同
版
本
に
、
他
の
内
百
番
に
入
っ
て

い
る
こ
と
の
多
い
十
番
を
加
え
て
全
百
十
番
と
し
た
も
の
と
、
③
お
そ
ら

く
は
清
尚
時
代
に
、
詞
章
を
明
和
本
以
後
の
形
に
改
変
し
た
（
し
か
し
一

部
に
明
和
本
の
影
響
も
残
し
て
い
る
）
百
十
番
の
謡
本
が
あ
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る9
。

　

こ
の
正
徳
弥
生
本
は
内
組
で
あ
る
一
方
、「
東
方
朔
」
を
含
め
て
、
西

丸
献
上
の
識
語
を
持
つ
謡
本
の
ほ
と
ん
ど
が
外
組
に
属
す
る
。
明
和
改
正
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謡
本
以
前
の
外
組
曲
に
関
し
て
は
、
表
章
氏
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

百
拾
番
に
含
ま
れ
て
い
な
い
外
組
の
曲
の
場
合
に
、
明
和
本
廃
止
後

に
ど
の
本
の
形
に
戻
っ
た
か
の
問
題
は
、
依
然
と
し
て
残
る
こ
と
に

な
る
が
、
明
和
本
以
前
の
観
世
流
版
本
の
外
組
本
に
は
、
観
世
大
夫

公
認
の
本
は
一
つ
も
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
版
本
を
特

定
す
る
こ
と
自
体
に
無
理
が
あ
る
。
し
い
て
言
え
ば
、
元
禄
三
年
六

月
の
奥
付
で
山
本
長
兵
衛
が
刊
行
し
て
い
る
外
百
番
本
と
外
三
十
番

本
の
内
の
、
観
世
流
所
演
曲
〔
分
〕
が
主
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。

　

観
世
宗
家
に
も
元
禄
三
年
六
月
山
本
長
兵
衛
刊
本
が
複
数
伝
わ
っ
て
い

る
が
、
興
味
深
い
の
は
、
実
際
に
は
明
和
本
刊
行
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
正
徳
弥
生
本
（
6
╱
1
╱
2
─

12
）
を
収
め
る
六
函
の
中
に
、

そ
の
正
徳
弥
生
本
と
同
様
の
観
世
水
空
押
紺
表
紙
が
付
い
た
無
刊
記
の
五

番
綴
謡
本
八
冊
（
6
╱
2
╱
1
─

7
、
及
び
6
╱
1
╱
1
）
が
あ
り
、
元
禄

三
年
六
月
山
本
長
兵
衛
刊
謡
本
と
同
版
本
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る11
。
た
だ
し
、
そ
の
五
番
綴
の
組
み
合
わ
せ
は
天
保
十
一
年
一
月
山

本
長
兵
衛
刊
本
以
降
の
組
み
合
わ
せ
に
な
る
。
し
か
し
、
天
保
十
一
年
一

月
山
本
長
兵
衛
刊
本
と
は
別
版
で
あ
る
上
に
、
書
入
れ
に
よ
る
本
文
改
訂

も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
書
入
れ
は
、
明
和
改
正
謡
本
の
刊
行
を
経

て
復
旧
後
の
、
観
世
大
夫
家
に
お
け
る
外
組
曲
の
詞
章
を
考
え
る
上
で
参

考
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
「
東
方
朔
」
に
つ
い
て
、〔
元

禄
三
年
六
月
〕
刊
本
の
本
文
及
び
そ
の
書
入
れ
と
、
西
丸
献
上
識
語
の
あ

る
謡
本
二
種
、
そ
れ
に
明
和
改
正
謡
本
、
天
保
十
一
年
一
月
刊
本
の
本
文

を
比
較
し
て
み
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
元
・
西
・
石
・
明
・
天
の
略
号
を
用
い

る
こ
と
に
す
る
。

元　

五
番
綴
謡
本
「
靏
亀　

和
布
刈　

大
社　

東
方
朔　

春
栄
」　

6
╱

2
╱
3

　
　
〔
元
禄
三
年
六
月
〕
刊　

袋
綴　

一
冊　

　

観
世
水
空
押
紺
表
紙
（
二
四
・
二
×
一
八
・
一
糎
）。
表
紙
中
央
に
横

題
簽
を
貼
り
「
靏
亀
／
和
布
刈
／
大
社
／
東
方
朔
／
春
栄
」
と
曲
名
を
記

す
。
題
簽
左
下
に
「
八
」
と
あ
り
、
そ
の
上
か
ら
朱
印
記
（
不
明
）
を
捺

す
。
全
四
十
一
丁
（
前
の
遊
紙
一
丁
を
含
む
）。
各
曲
内
題
「
靏
亀
」「
和

布
刈
」「
大
社
」「
東
方
朔
」「
春
栄
」。
無
辺
無
界
。
片
面
七
行
。
字
面
高

約
一
九
糎
。
柱
に
は
各
曲
名
と
丁
付
あ
り
。
間
拍
子
あ
り
。
墨
で
振
仮
名

を
入
れ
て
い
る
箇
所
が
多
く
、
朱
と
緑
に
よ
る
節
の
直
し
や
、
朱
に
よ
る

詞
章
の
改
訂
箇
所
も
多
い
。

　

無
刊
記
だ
が
、
八
冊
存
の
外
組
謡
本
の
う
ち
の
一
冊
で
、
五
番
綴
の
組
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み
合
わ
せ
は
、『
鴻
山
文
庫
本
の
研
究 

謡
本
の
部11
』 

に
示
さ
れ
た
鴻
山
文

庫
本
分
類
の
外
組
k
の
四
冊
目
と
六
～
十
二
冊
目
に
相
当
す
る
形
で
あ
り
、

こ
れ
は
天
保
十
一
年
一
月
山
本
長
兵
衛
刊
本
以
降
の
組
み
合
わ
せ
に
な
る
。

し
か
し
、
元
禄
三
年
六
月
山
本
長
兵
衛
刊
謡
本
と
同
版
。

西　

七
番
綴
謡
本
「〔
石
橋
〕・〔
鉄
輪
〕・〔
野
守
〕・〔
東
方
朔
〕・〔
巴
〕・

〔
西
王
母
〕・〔
嵐
山
〕」　
100
╱
17
╱
3

　
　
〔
江
戸
中
期
〕
写　
　

袋
綴　

一
冊

　

書
誌
は
、
西
丸
献
上
識
語
本
の
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
の
項
に
前
述
。

〔
東
方
朔
〕
末
尾
に
青
筆
で
「
四
月
十
六
日
西
丸
へ
上
ル
」
と
記
す
こ
と
、

〔
野
守
〕〔
嵐
山
〕
末
尾
に
は
享
保
年
間
の
清
親
の
奥
書
が
み
え
る
こ
と
、

〔
鉄
輪
〕
に
観
世
元
章
の
印
記
が
あ
る
点
を
確
認
し
て
お
く
。

石　

一
番
綴
謡
本
「〔
東
方
朔
〕」　
123
╱
2
╱
10

　
　
〔
江
戸
中
期
〕
写　

袋
綴　

一
冊

　

書
誌
は
、
西
丸
献
上
識
語
本
の
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
の
項
に
前
述
。

末
尾
に
「
卯
月
十
六
日
西
丸
ニ
上
ル
」
と
朱
書
す
る
。
謡
本
文
は
前
項
七

番
綴
謡
本
の
〔
東
方
朔
〕
と
は
別
筆
。

明　

五
番
綴
謡
本
「
道
明
寺
・
東
方
朔
・
輪
蔵
・
一
角
仙
人
・
枕
慈
童
」

　

81
╱
2
╱
6

　
　

明
和
二
年
六
月
刊
（
出
雲
寺
和
泉
掾
）　

袋
綴　

二
十
冊
揃
中
の
一
冊

　

鳳
凰
唐
草
紋
様
艶
出
紺
表
紙
（
二
四
・
六
×
一
八
・
〇
）
中
央
に
薄
香

色
地
千
鳥
雲
母
刷
題
簽
を
貼
付
。
無
辺
無
界
、
片
面
七
行
。
字
面
高
約

二
〇
糎
。
間
拍
子
あ
り
。
全
二
十
冊
揃
で
、
そ
の
二
十
冊
目
（
81
╱
2
╱

20
）
末
尾
の
刊
記
「
明
和
二
年
乙
酉
林
鍾
／
日
本
橋
通
臺
町
目
／
御
書
物

師　

出
雲
寺
和
泉
掾
（
朱
陰
方
印
「
君
智
之
印
」）」。

天　

五
番
綴
謡
本
「
靏
亀
・
和
布
刈
・
大
社
・
東
方
朔
・
春
栄
」　

74
╱

2
╱
8

　
　

天
保
十
一
年
一
月
刊
（
山
本
長
兵
衛
）　

覆
寛
政
十
一
年
三
月
刊
本

　
　

袋
綴　

十
三
冊
揃
本
中
の
一
冊

　

観
世
水
打
出
し
模
様
縹
色
表
紙
（
二
二
・
六
×
一
六
・
二
糎
）
中
央
に

横
題
簽
を
貼
付
し
、
各
曲
名
墨
書
（
い
ず
れ
も
曲
名
の
上
に
朱
で
丸
印
を

打
つ
）。
無
辺
無
界
、
片
面
七
行
。
字
面
高
約
一
七
・
五
糎
。
朱
で
振
仮
名
、

濁
点
、
間
拍
子
、
節
付
の
直
し
を
書
入
れ
る
。
刊
記
「
右
之
本
者
観
世
太

夫
織
部
／
以
章
句
眞
本
今
亦
新
令
改
版
者
也
／
寛
政
十
一
巳
未
歳
弥
生
／

天
保
十
一
〈
庚
子
〉
歳
孟
春
改
正
再
板
／
皇
都
二
条
通
御
幸
町
西
入
町
／
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山
本
長
兵
衛
（
朱
陽
円
印
「
本
家
」）（
壺
印
「
本
家
」
印
模
）」。

　

以
上
の
五
本
を
比
較
し
、
主
な
異
同
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
漢

字
の
宛
て
方
が
異
な
る
詞
の
場
合
、
意
味
の
上
で
違
い
が
生
じ
得
る
用
字

の
相
違
以
外
は
除
い
た
。
送
仮
名
の
付
け
方
や
清
濁
の
違
い
な
ど
も
取
ら

ず
、
こ
れ
ら
に
相
違
が
あ
っ
て
も
、
発
音
が
同
じ
な
ら
ば
、
こ
の
五
本
の

順
で
最
初
の
掲
出
に
合
わ
せ
て
一
緒
に
示
し
た
。
ま
た
、〔
元
禄
三
年
六
月
〕

刊
本
の
丁
付
に
よ
り
分
け
て
示
し
た
。

【
１
オ
】

元
西
石
天　

星
の
祭
を
急
く
な
り

明　

ほ
し
の
ま
つ
り
を
な
す
と
か
や

元　

帝
の
御
殿
は
を
う
か
て
ん

西
石　

御
門
の
御
殿
は
祥
賀
殿

明　

帝
の
御
殿
は
承
華
殿

天　

帝
の
御
殿
は
せ
う
か
殿

元
西
石
天　

官
軍
を
の
〳
〵

明　

百
官
お
の
〳
〵

【
１
ウ
】

元
石
天
明　

い
か
て
増
る
へ
き

西　

争
増
る
へ
き
（「
へ
き
」
見
消
、「
ら
ん
」
と
傍
記
）

元
西
石
天　

廣
き
恵
み
は
有
か
た
や

明　

か
ゝ
る
た
め
し
は
有
難
や

元　
（
ナ
シ
。
本
文
中
に
〇
印
を
印
し
、「
ツ
レ
＼
め
ぐ
み
も
廣
き
此
君
の
。

御
影
を
た
の
む
。
は
か
り
な
り
」
と
頭
書
）

西
石
明
天　
ツ
レ
＼
恵
も
廣
き
此
君
の
御
影
を
頼
む
ば
か
り
な
り

【
２
オ
】

元
天　

織
女
の
。
あ
ふ
瀬
を
い
そ
く
比
な
れ
や

西　

七
夕
（「
七
夕
」
見
消
、「
織
女
」
と
傍
記
）
の
逢
瀬
を
急
ぐ
比
な
れ

や石　

七
夕
の
逢
瀬
を
急
ぐ
比
な
れ
や

明　

鵲
の
う
ち
は
し
わ
た
す
を
り
な
れ
や
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【
２
ウ
】

元　

奏
聞
申
候
（「
候
」
見
消
、「
べ
き
事
の
候
」
と
傍
記
）

西
石
明
天　

奏
聞
申
べ
き
事
の
候

元　

い
か
な
る
翁
そ
（
全
体
見
消
、
傍
記
「
ワ
キ
＼
奏
聞
申
さ
ん
と
は
い

か
な
る
者
ぞ

西　

奏
聞
申
さ
ん
と
は
い
か
な
る
者
そ
（「
そ
」
見
消
、「
か
」
と
傍
記
）

石
天　

奏
聞
申
さ
ん
と
は
い
か
な
る
者
ぞ

明　

奏
聞
申
さ
む
と
は
如
何
な
る
者
か

元　

す
ま
ゐ
す
る
（「
ま
ゐ
す
る
」
見
消
、「
む
」
と
傍
記
）

西
石
明
天　

住
者
に
て
候
が

元　

此
君
賢
王
に
ま
し
ま
す
に
よ
り
目
出
度
事
を
奏
聞
申
さ
ん
為
に
参
内

申
て
候
。
其
由
奏
聞
申
候
へ
い
か
に
奏
聞
申
候
此
国
の
傍
に
住
居
す
る
者

に
て
候
か
。
君
賢
王
に
ま
し
ま
す
に
よ
り
目
出
度
事
を

　
（
全
て
見
消
、「
申
上
度
子
細
の
候
ひ
て
参
内
申
て
候　

ワ
キ
＼
さ
ら
は

此
方
へ
参
り
候
へ　

シ
テ
＼
是
は
是
国
の
か
た
は
ら
に
住
者
に
て
候
が
。

目
出
度
瑞
相
の
御
座
候
ひ
て
参
り
て
候
。
此
程
三
足
の
青
鳥
御
殿
の
う
へ

を
飛
め
ぐ
り
候
。
是
西
王
母
が
寵
愛
の
鳥
に
て
候
。
す
な
は
ち
西
王
母
此

君
へ
参
礼
申
べ
し
。
此
事
」
と
傍
記
）

西　

目
出
度
瑞
相
の
御
座
候
ひ
て
参
り
て
候
。
此
程
三
足
の
青
鳥
御
殿
の

上
を
飛
廻
り
候
。
是
西
王
母
か
寵
愛
の
鳥
に
て
候
。
則
西
王
母
此
方
へ
参

礼
申
べ
し
。
此
事
（「
方
」
見
消
、「
君
」
と
傍
記
）

石　

目
出
度
瑞
相
の
御
座
候
ひ
て
参
り
て
候
。
此
程
三
足
の
青
鳥
御
殿
の

上
を
飛
廻
り
候
。
是
西
王
母
が
寵
愛
の
鳥
に
て
候
。
則
西
王
母
此
君
へ
参

礼
申
べ
し
。
此
事
（「
君
」、
胡
粉
に
よ
る
抹
消
跡
に
記
す
）

明　

め
で
た
き
瑞
相
の
御
座
候
ひ
て
ま
い
り
て
候
。
此
程
三
足
の
青
鳥
御

殿
の
上
を
飛
め
ぐ
り
候
。
是
西
王
母
が
寵
愛
の
鳥
に
て
候
。
す
な
は
ち
西

王
母
此
君
へ
参
礼
申
べ
し
。
此
こ
と

天　

申
上
度
子
細
候
ひ
て
参
内
申
て
候　

ワ
キ
連
＼
さ
ら
は
此
方
へ
参
り

候
へ　

シ
テ
＼
是
は
此
国
の
傍
に
住
者
に
て
候
か
。
目
出
度
瑞
相
の
御
座

候
ひ
て
参
り
て
候
。
此
程
三
足
の
青
鳥
御
殿
の
う
へ
を
飛
廻
り
候
。
是
西

王
母
か
寵
愛
の
鳥
に
て
候
。
即
西
王
母
此
君
へ
参
礼
申
へ
し
。
此
事

【
３
オ
】

元　

只
今
参
内
仕
た
る
由
申
候　

ワ
キ
＼
庭
上
へ
来
れ
と
申
候
へ　

大
臣
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＼
庭
上
へ
参
内
申
候
へ　

ワ
キ
＼
い
か
に
翁
。
庭
上
に
て
目
出
度
謂
れ
ね

ん
こ
ろ
に
申
候
へ　

シ
テ
＼
委
く
申
上
候
へ
し

　
（
全
て
見
消
、「
参
り
て
候　

ワ
キ
＼
か
ゝ
る
目
出
度
事
こ
そ
候
は
ね
。

猶
々
仙
人
の
い
わ
れ
ね
ん
ご
ろ
に
物
語
候
へ
」
と
傍
記
）

西　

参
り
て
候　

大
臣
＼
か
ゝ
る
目
出
度
事
こ
そ
候
は
ね
。
頓
て
奏
聞
申

候
へ
し
。
唯
今
の
由
申
上
れ
は
。
御
感
の
餘
り
限
り
な
し
。
猶
々
仙
人
の

謂
念
比
に
物
語
候
へ
（「
目
度
」
見
消
、
傍
記
「
愛
」。「
頓
て
～
限
り
な
し
」

見
消
）

石　

参
り
て
候　

ワ
キ
＼
か
ゝ
る
目
出
度
事
社
候
は
ね
。
頓
て
奏
聞
申
候

へ
し
。
只
今
の
由
申
上
れ
は
。
御
感
の
餘
り
限
り
な
し
。
猶
々
仙
人
の
謂

念
比
に
物
語
候
へ
（「
頓
て
～
限
り
な
し
」
ま
で
朱
線
で
見
消
。「
参
り
て
」

の
「
り
」
と
「
ワ
キ
」、
胡
粉
に
よ
る
抹
消
跡
に
記
す
）

明　

ま
い
り
て
候　

ワ
キ
ツ
レ
＼
か
ゝ
る
目
出
度
事
こ
そ
候
は
ね
。
な
ほ

〳
〵
仙
人
の
い
は
れ
懇
に
物
が
た
り
候
へ

天　

参
り
て
候　

ワ
キ
＼
か
ゝ
る
目
出
度
事
社
候
は
ね
。
猶
々
仙
人
の
謂

懇
に
物
語
候
へ

【
３
ウ
】

元
石
天　

仙
人
と
成
そ
目
出
き

西　

仙
人
と
成
そ
目
出
た
き
（「
目
出
」
見
消
、「
愛
」
と
傍
記
）

明　

仙
人
と
き
く
ぞ
め
で
た
き

【
４
オ
】

元
天
石　

此
木
の
。
仙
薬
と
成
そ
不
思
議
な
る

西　

此
木
の
仙
薬
と
成
そ
不
思
議
な
る
（「
木
」
見
消
、「
實
」
と
傍
記
）

明　

其
実
の
仙
薬
と
な
る
も
こ
と
わ
り
や

元
石
天　

御
身
も
。
息
災
な
る
へ
し

西　

御
身
も
息
災
な
る
べ
し
（「
も
」
見
消
、「
の
」
と
傍
記
。「
息
災
」

見
消
、「
榮
と
」
と
傍
記
）

明　

御
身
も
栄
え
給
べ
し

元
西
天　

急
き
王
母
を
伴
ひ
重
て
。
参
内
申
さ
ん
と

石　

急
ぎ
王
母
を
伴
ひ
重
ね
て
参
内
申
さ
む
と

明　

則
王
母
を
と
も
な
ひ
ふ
た
ゝ
ひ
参
内
申
さ
む
と

【
４
ウ
】

元　

仙
郷
に
い
つ
て
年
を
ふ
る
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西
石
明
天　

仙
郷
に
入
て
年
久
し
き

元　

九
千
歳
の
よ
は
ひ
を
ふ
る
事
。
西
王
母
の
桃
実
三
度
迄
食
せ
し
故
也
。

今
又
目
出
度
御
代
な
れ
は
。
急
て
君
に
さ
ゝ
け
申
さ
ん

　
（「
の
よ
は
ひ
」
以
下
全
て
見
消
、「
西
王
母
か
桃
実
を
度
々
服
せ
し
其

故
に
。
寿
命
す
て
に
」
と
傍
記
し
印
面
の
「
九
千
歳
」
に
続
け
て
「
に
お

よ
べ
り
。
彼
桃
実
を
君
に
さ
ゝ
げ
申
さ
ん
と
の
ち
か
ひ
あ
り
」
と
傍
記
）

西
石　

西
王
母
か
桃
実
を
度
々
服
せ
し
其
故
。
壽
命
既
に
九
千
歳
に
及
へ

り
。
彼
桃
実
を
君
に
捧
申
さ
ん
と
の
誓
ひ
有
。（「
其
故
」
の
後
に
「
に
」

と
傍
記
）

明　

西
王
母
が
桃
実
を
。
度
々
服
せ
し
其
故
に
。
壽
命
既
九
千
歳
に
及
べ

り
。
彼
桃
実
を
君
に
さ
ゝ
げ
申
さ
む
。

天　

西
王
母
か
桃
実
を
度
々
服
せ
し
其
故
に
。
寿
命
既
に
九
千
歳
に
及
へ

り
。
彼
桃
実
を
君
に
さ
ゝ
け
申
さ
ん
と
の
ち
か
ひ
あ
り

元
天　

は
ん
れ
う
に

西　

蟠
龍
に
（「
蟠
」
見
消
、「
飛
」
と
傍
記
）

石　

蟠
龍
に

明　

飛
龍
に

【
５
オ
】

元
石
天　

上
覧
に
備
へ
奉
れ
は

西　

上
覧
に
備
へ
奉
れ
は
（「
上
」
見
消
、「
ゑ
い
」
と
傍
記
）

明　

叡
覧
に
そ
な
へ
奉
れ
ば

【
５
ウ
】

元
石
天　

糸
竹
の
し
ら
へ
数
を
盡
し
。
み
な
一
同
に
。
か
な
て
給
ふ
。
舞

楽
の
秘
曲
は
お
も
し
ろ
や

西　

絲
竹
の
調
へ
数
を
盡
し
。
皆
一
同
に
。
か
な
て
給
ふ
。
舞
楽
の
秘
曲

は
お
も
し
ろ
や
（「
絲
竹
」
見
消
、「
ク
ハ
ン
ケ
ン
」
と
傍
記
）

明　

舞
楽
を
な
せ
と
。
在
し
か
ば
。
み
な
一
同
に
か
な
で
給
ふ
。
舞
の
た

も
と
は
面
白
や

元　

夕
陽
も

西
石
明
天　

夕
陽

元
石
明
天　

王
母
は
は
ん
れ
う
に
ゆ
ら
り
と
う
ち
乗
遥
の
雲
路
に
よ
ち
上

り
。
は
る
か
の
雲
路
に
よ
ち
の
ほ
つ
て
。
ま
た
天
上
に
そ
帰
り
け
る
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西　

王
母
は
蟠
龍
に
［　
　

］
遥
の
天
路
に
攀
昇
り
。
遥
の
天
路
に
攀
の

ぼ
つ
て
。
又
［　
　

］
に
そ
帰
り
け
る
（「
蟠
」
に
「
飛
」
と
傍
記
、［　

　

］
は
胡
粉
の
消
跡
で
各
々
「
う
ち
の
り
て
雲
を
起
し
」「
仙
境
」
と
傍
記
）

　

以
上
を
検
討
す
る
と
、
明
和
本
の
異
質
性
は
明
ら
か
で
、
４
オ
で
「
急

ぎ
」
を
削
っ
て
い
る
例
な
ど
は
、
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
に
十
代
将
軍

と
な
っ
た
徳
川
家
治
の
御
台
所
、
五
十
宮
倫
子
の
名
前
を
憚
っ
た
翳
詞
と

し
て
著
名
な
事
例
で
あ
る
。
一
方
で
、〔
元
禄
三
年
六
月
〕
刊
本
の
み
、

そ
れ
以
降
の
諸
本
と
異
な
る
本
文
を
持
つ
例
も
多
く
、
こ
れ
は
清
親
周
辺

で
の
本
文
改
訂
と
関
わ
る
現
象
の
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
な
お
、
２
ウ
の
「
此

君
賢
王
に
ま
し
ま
す
に
よ
り
」
が
以
降
の
本
で
は
見
ら
れ
な
く
な
る
点
な

ど
も
、
そ
の
一
例
だ
が
、
こ
の
部
分
へ
の
書
入
れ
の
「
申
上
度
子
細
の
候

ひ
て
参
内
申
て
候
」
以
下
の
本
文
は
、
天
明
十
一
年
刊
本
に
近
い
。
３
オ

の
「
只
今
参
内
仕
た
る
由
申
候
」
以
下
に
対
す
る
書
入
れ
も
、
天
明
十
一

年
刊
本
に
最
も
近
く
、
こ
れ
は
〔
元
禄
三
年
六
月
〕
刊
本
が
天
明
十
一
年

刊
本
の
五
番
綴
の
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
関
わ
る
現
象
と
考

え
ら
れ
る
。

　

西
丸
献
上
識
語
を
持
つ
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
の
二
本
に
つ
い
て
は
、

２
ウ
の
「
此
方
」
を
「
此
君
」
に
直
す
例
や
、
３
オ
の
「
頓
て
～
限
り
な

し
」
を
消
す
点
、
４
ウ
の
「
其
故
」
の
後
に
「
に
」
を
挿
入
す
る
点
な
ど
、

西
丸
献
上
識
語
を
持
つ
二
本
に
共
通
す
る
改
訂
が
、
明
和
本
と
一
致
す
る

例
が
み
え
る
の
は
、
西
丸
献
上
本
の
本
文
を
さ
ら
に
改
訂
し
て
明
和
本
の

本
文
が
形
成
さ
れ
た
経
緯
を
物
語
る
よ
う
で
あ
る
。
両
者
の
中
で
は
、
石

一
番
綴
謡
本
（
123
╱
2
╱
10
）
よ
り
も
、
西
七
番
綴
謡
本
（
100
╱
17
╱
3
）

の
改
訂
箇
所
の
方
が
、
明
和
本
に
近
い
例
が
幾
つ
か
み
ら
れ
る
。
２
ウ
の

「
奏
聞
申
さ
ん
と
は
い
か
な
る
者
そ
」
の
「
そ
」
を
「
か
」
に
直
す
点
や
、

４
オ
で
「
此
木
」
の
「
木
」
を
「
實
」
に
直
す
点
、
４
ウ
で
「
蟠
龍
」
を

「
飛
龍
」
に
直
す
点
、
５
オ
で
「
上
覧
」
を
「
ゑ
い
」
覧
に
直
す
点
な
ど

で
あ
る
。
た
だ
し
、
４
オ
で
「
御
身
も
息
災
な
る
べ
し
」
を
「
御
身
の
榮

と
な
る
べ
し
」
に
直
す
例
な
ど
は
、
明
和
本
の
「
御
身
も
栄
え
給
べ
し
」

に
最
も
近
い
一
方
で
明
和
本
と
も
異
な
っ
て
い
る
。
５
ウ
の
末
尾
な
ど
の

よ
う
に
、
西
の
改
訂
箇
所
が
他
に
み
ら
れ
な
い
独
自
本
文
に
な
っ
て
い
る

例
も
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
西
に
加
え
ら
れ
た
改
訂
は
明
和
改
正
謡
本

の
刊
行
に
至
る
前
の
本
文
の
模
索
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
れ
が
西
丸
献
上
本
文
を
さ
ら

に
改
訂
す
る
形
で
行
わ
れ
て
い
た
点
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
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五
、
小
括

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
観
世
清
親
が
大
夫
と
し
て
の
立
場
か
ら
西
丸
に
い
た

将
軍
嗣
子
た
る
家
重
の
能
の
指
南
役
を
務
め
て
い
た
享
保
期
に
、
江
戸
城

西
丸
（
一
部
は
二
丸
）
に
献
上
さ
れ
た
謡
本
の
扣
え
に
つ
い
て
、
観
世
宗

家
に
伝
わ
る
伝
本
の
書
誌
を
示
し
た
。
ま
た
、
末
尾
に
「
家
重
公
御
本
」

と
記
さ
れ
た
〔
室
町
期
〕
写
の
謡
本
（〔
江
戸
中
期
〕
書
入
れ
あ
り
）
が
、

西
丸
献
上
本
そ
の
も
の
と
し
て
用
意
さ
れ
た
可
能
性
も
含
め
、「
家
重
公

御
本
」
と
西
丸
献
上
本
の
密
接
な
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
最
後
に
、

「
東
方
朔
」
を
例
に
、
外
組
本
に
つ
い
て
は
西
丸
献
上
本
の
本
文
を
さ
ら

に
改
訂
す
る
形
で
、
明
和
改
正
謡
本
が
形
成
さ
れ
た
可
能
性
を
検
討
し
た

が
、「
東
方
朔
」
は
一
例
に
過
ぎ
な
い
。
他
の
曲
に
つ
い
て
の
検
討
は
、

次
回
以
降
を
予
定
し
て
い
る
。

＊
本
稿
は
、JSPS

科
研
費 JP26284037

「
観
世
家
の
ア
ー
カ
イ
ブ
の
形

成
と
室
町
期
能
楽
の
新
研
究
」（
研
究
代
表
者
・
松
岡
心
平
）
に
よ
る

成
果
の
一
部
で
あ
る
。

註1 

中
尾
薫
「
江
戸
城
に
お
け
る
謡
本
吟
味
―
『
幕
府
書
物
方
日
記
』
の

記
事
を
め
ぐ
っ
て
」（『
東
海
能
楽
研
究
会
年
報
』
十
一
、
二
〇
〇
七

年
三
月
）。

2 

拙
稿
「
観
世
元
章
手
沢
・
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
一
番
綴
謡
本
の
周

辺
」（
松
岡
心
平
編
『
観
世
元
章
の
世
界
』、
二
〇
一
四
年
六
月
）。

3 

観
世
文
庫
に
あ
る
紺
表
紙
五
番
綴
謡
本
「
源
太
夫
・
橋
弁
慶
・
三
山
・

松
山
鏡
・
雷
電
」（
整
理
番
号
75
╱
8
）
の
「
松
山
鏡
」
末
尾
の
記
事
、

及
び
紺
表
紙
一
番
綴
謡
本
「
岩
舩
」（
整
理
番
号
100
╱
16
╱
8
）
末
尾

の
記
事
に
よ
る
。

4 

表
章
『
観
世
流
史
参
究
』（
檜
書
店
、二
〇
〇
八
年
）
Ⅱ
「
十
四
世
「
織

部
」
清
親
」
参
照
。

5 

法
政
大
学
能
楽
研
究
所
編
「
観
世
宗
家
所
蔵
文
書
目
録
」（『
観
世
』

三
十
九
巻
四
号
～
四
十
四
巻
二
号
、檜
書
店
、一
九
七
二
～
七
七
年
）。

6 

拙
稿
「
観
世
文
庫
の
文
書
46
列
帖
装
小
型
中
本「
恋
の
お
も
に
」」（『
観

世
』
八
〇
―
一
、
二
〇
一
三
年
一
月
）
に
概
要
を
述
べ
た
。

7 
表
章
『
能
楽
史
新
考
（
二
）』（
わ
ん
や
書
店
、
一
九
八
六
年
）
所
収

「〈
恋
重
荷
〉
の
歴
史
的
研
究
」。

8 

前
掲
、
表
章
論
文
の
補
説
（
３
）。
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9 

前
掲
、
表
章
『
能
楽
史
新
考
（
二
）』
所
収
「「
明
和
改
正
謡
本
」
廃

止
の
事
情
」。
味
方
健
「
観
世
流
謡
本
「
正
徳
弥
生
本
」
の
沿
革
と

そ
の
周
辺
」（『
和
田
繁
二
郎
博
士
古
稀
記
念 

日
本
文
学 

伝
統
と
近

代
』
和
泉
書
院
、
一
九
八
三
年
）

10 

前
稿
で
は
、
こ
の
う
ち
の
「
東
方
朔
」
を
含
む
五
番
綴
本
（
6
╱
2

╱
3
）
に
つ
い
て
、
正
徳
弥
生
本
と
し
て
言
及
し
た
が
、
こ
こ
に
訂

正
す
る
。

11 

表
章
『
鴻
山
文
庫
本
の
研
究 
謡
本
の
部
』（
檜
書
店
、一
九
六
五
年
）。


